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決算審査特別委員会会議録 

 

平成２４年１０月１２日 金曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ３時０１分閉議（実時間２３９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第９９号・平成２３年度八代市一般会

計決算ほか１１件 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  矢 本 善 彦 君 

委  員  鈴木田 幸 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  田 中   茂 君 

委  員  田 中   安 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  前 川 祥 子 君 

委  員  松 永 純 一 君 

委  員  幸 村 香代子 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       小 嶋 宣 雄 君 
 
 首席審議員兼会計課長 
            野 田 信 一 君 
 （会計管理者） 

 商工観光部 

  八代ブランド営業総室長 久木田 昌 一 君 
 
 健康福祉部長兼 
            上 田 淑 哉 君 
 福祉事務所長 

  国保ねんきん課長  小 林 眞 二 君 

  はつらつ健康課長  蒲 生 尚 子 君 

  長寿支援課長    國 岡 雄 幸 君 

 総務部 

  納税課長      松 本 秀 美 君 

 建設部長       船 藏 満 彦 君 

  下水道総務課長   松 本 貞 喜 君 
 
  下水道総務課長補佐兼 
            岩 坂 義 明 君 
  水洗化促進係長 
 

  下水道建設課長   湯 野   孝 君 

 水道局長       宮 本 誠 司 君 
 
  水道局次長兼 
            松 田 仁 人 君 
  簡易水道係長 
 

                              

○記録担当書記     竹 岡 雅 治 君 

            小 川 孝 浩 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） 皆さんおはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから決算審査特別委員会を開会いたし

ます。 

                              

◎議案第９９号・平成２３年度八代市一般会計

決算ほか１１件 

○委員長（中村和美君） それでは、これより

議案第９９号から同第１１０号まで、すなわ

ち、平成２３年度八代市一般会計決算及び同各

特別会計決算の１２件を議題といたします。 

 本日の審査に入ります前に、前回の委員会で

幸村委員より資料請求がありました指定管理者

からの納付金に関する資料をお手元に配付して

おりますので、後ほど御一読ください。 

 また、前回の委員会で友枝委員から質問があ

り、後日回答することとなっておりましたとれ

たて村への納入者数と納入品目数に関して執行

部から発言の申し出があっておりますので、こ

れを許します。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 
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はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、久木田八代ブ

ランド営業総室長。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

皆様、おはようございます。（｢おはようござ

います」と呼ぶ者あり）八代ブランド営業総室

の久木田です。 

 先ほど委員長からありましたように、先般の

委員会におきまして友枝議員より御質問がござ

いましたとれたて村への納入者数、これにつき

ましては、平成２３年度におかれましては、八

代市内の約４０の事業者並びに個人となってお

ります。 

 納入品目としましては、約１４０品目を納入

しております。 

 以上、答えとさせていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、以上のとおり

でございますが、友枝委員、よろしいでしょう

か。 

○委員（友枝和明君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○委員（友枝和明君） この機会にですね、こ

れからもっと八代のＰＲのために頑張ってくだ

さい。よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） はい。 

 それでは、本日は、議案第１００号から同第

１０６号まで、すなわち、平成２３年度八代市

国民健康保険特別会計決算、平成２３年度八代

市後期高齢者医療特別会計決算、平成２３年度

八代市介護保険特別会計決算、平成２３年度八

代市公共下水道事業特別会計決算、平成２３年

度八代市簡易水道事業特別会計決算、平成２３

年度八代市農業集落排水処理施設事業特別会計

決算、平成２３年度八代市浄化槽市町村整備推

進事業特別会計決算について審査を行う予定と

しておりますので、御協力をよろしくお願いし

ます。 

                              

◎議案第１００号・平成２３年度八代市国民健

康保険特別会計決算 

○委員長（中村和美君） まず、議案第１００

号・平成２３年度八代市国民健康保険特別会計

決算について、歳入歳出、一括して説明を求め

ます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。おはようございます。（｢おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり） 

 特別会計の御審議をいただく前に、私のほう

から健康福祉部が所管いたします国民健康保

険、後期高齢者医療及び介護保険、そして診療

所のそれぞれの特別会計の決算について総括さ

せていただきます。 

 座って説明をさせていただきたいと思いま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 まず、国民健康保険特別会計につきまして、

特別会計歳入歳出決算書の、こちら決算書にな

りますけれども、１１ページをお開きいただき

たいと思います。 

 １１ページになりますが、歳入につきまし

て、収入済額の一番下の段になりますが、合計

で１７８億７３０５万円となり、これは前年度

決算と比較いたしますと１.５ポイントのプラ

ス、次の１２ページの、なりますが、１２ペー

ジの歳出では、支出済額の一番下の段で合計の

１７７億３０２万円となり、２.１ポイントの

プラスとなっております。 

 なお、平成２３年度の決算の特徴といたしま

しては、国保税の収納率が上昇したこと、それ

と、私たちが予想していたよりも保険給付費の

伸びが縮減したことが挙げられます。 
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 ただ、依然として、本市の国民健康保険にお

きましては、長引く経済不況に伴う国保加入者

の所得の減少や少子化の進行に伴う被保険者の

若年層の減少などにより被保険者の税負担能力

が低下する一方で、被保険者の高齢化や医療技

術の高度化などを要因とした医療費の増大によ

り、財政運営は大変厳しいものとなっておりま

す。 

 そのようなことからも、医療費の適正化ある

いは生活習慣病の予防、特に特定健診につきま

しては、未受診者への直接的な働きかけやさま

ざまな周知広報などを実施いたしております。 

 その成果もあり、今年度の受診率は前年度を

０.４ポイント上回る３３.２％となっておりま

す。 

 さらなる受診率を目指して、先進自治体の状

況等を参考にしながら、引き続き受診率向上に

向けて努力してまいりたいと思っております。 

 そのほかにも、ジェネリック医薬品の推奨や

人工透析などの重症化予防のための保健指導を

徹底しているところであります。 

 一方、国民健康保険税の収納率につきまして

も、経済不況が続く中、関係課の努力により現

年度課税分については前年度の収納率を０.６

ポイントほど上回った９３.２％となり、滞納

繰越分についても前年度の収納率を０.５ポイ

ント上回っております。 

 今後も安定的な税収の確保に向けて関係課と

一緒になって努力していかなければならないと

考えております。 

 なお、国民健康保険の運営につきましては、

現在の市町村単位では非常に厳しい状況があり

ますので、今般、国のほうでは国民健康保険法

の一部を改正する法律が公布され、都道府県調

整交付金の割合の引き上げや財政運営の都道府

県単位化の推進が盛り込まれているところでご

ざいます。 

 また、消費税引き上げに伴う国保運営への２

２００億円の公費投入が計画されており、引き

続き国の動きに注視してまいりたいと思ってお

ります。 

 続きまして、後期高齢者医療特別会計につき

ましては、決算書の４０ページをお開きいただ

きたいと思います。 

 歳入が、下の段になりますけども、歳入で１

５億６５０１万円、次に、４２ページになりま

すけども、歳出が１５億３９５１万円となり、

歳入歳出とも前年度比で１.６ポイントのプラ

スとなっております。 

 この後期高齢者医療は、熊本県後期高齢者医

療広域連合が運営しておりますが、主に７５歳

以上の被保険者数の増加に伴いまして医療費も

増加傾向にあり、本市が広域連合に納める納付

金につきましても増加の一途をたどっていると

ころであります。 

 なお、予定されておりました高齢者医療制度

改革は国会への法案提出が見送られ、今後は社

会保障制度改革国民会議の中で検討するとされ

ておりますことから、引き続き国の動きに注目

してまいりたいと思っております。 

 続きまして介護保険特別会計につきましても

総括をさせていただきます。 

 決算書の５９ページになります。 

 歳入につきまして、一番下になりますが、収

入済額１２２億３０９４万円となり、対前年度

比２.７ポイントのプラス、一方、歳出でも、

６０ページになりますけれども、支出済額が１

２２億３９６万円となり、２.８ポイントのプ

ラスとなっております。 

 平成１２年度の介護保険制度導入以来、本市

におきましては、急速な高齢化の進展とともに

要介護及び要支援認定者もふえ続け、対前年度

比１７０名増の７７５１名となっております。

とりわけ要介護１以下の軽度認定者の増加が顕

著となっており、その結果、歳入では一般会計

からの法定分の繰入金も前年度比２.８ポイン
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トの増となっております。 

 歳出では、保険給付費が２.５ポイントの増

となっております。このままで推移していきま

すと、介護保険給付費も２年後の平成２６年度

には１３０億円を超えることが予想されます。 

 これらのことから、今年度からの介護保険料

を引き上げざるを得なくなりましたことは御承

知のとおりであります。 

 今後とも、要介護・要支援認定者は増加の一

途をたどると予想される中、要介護状態に陥ら

ないよう、高齢者みずからが気軽に取り組むこ

とのできる介護予防や生きがいづくり、あるい

は若いときからの健康づくりの推進に力を入れ

ていかなければならないと考えております。 

 一方では、要介護状態となっても住みなれた

地域で可能な限り自立した生活が送れるよう、

適正な介護給付サービスの提供に努めてまいる

とともに、さらなるサービスの質の確保に向け

て事業者等への周知啓発を行ってまいりたいと

思っております。 

 次に、診療所特別会計の総括をさせていただ

きます。 

 本市が所管する診療所は、泉校区の下岳地区

にあります下岳診療所、同じく五家荘地区にあ

ります椎原診療所、そして、同じく柿迫地区に

あります泉歯科診療所の３診療所であります。 

 下岳診療所は、委託先の民間の診療所から医

師に来ていただいて、毎週火曜日と金曜日に診

察していただいております。 

 また、泉歯科診療所は、毎週土曜日に民間の

歯科診療所から歯科医師に来ていただいており

ます。 

 椎原診療所につきましては、県から自治医科

大出身の医師を派遣していただき、常駐の上、

五家荘地域住民の医療をお願いしております。 

 決算書でいきますと１８５ページになります

けれども、１８５ページ、１８６ページ、１８

７ページになります。 

 平成２３年度は、歳入歳出とも対前年度比で

１.３ポイントの増となっておりますものの、

診療所の事業収入では１.８ポイントのマイナ

スとなっております。 

 その一方で、一般会計からの繰入金は対前年

度比で２.１ポイントのマイナスとなっており

ますが、これは、昨年度、オゾン水内視鏡殺菌

機や電気治療器の医療機器を購入した際の診療

所の事業債が大きな要因であります。 

 なお、地方における医師不足が懸念されてお

りますけれども、泉地区は過疎化が進むととも

に高齢化の進行も著しいものがあります。 

 そのような中で、椎原診療所につきまして

は、五家荘という地域性に鑑み、地域住民の適

正な医療を確保するためにも引き続き医師の常

駐を働きかけてまいりたいと思っております。 

 以上、健康福祉部が所管します特別会計決算

の総括とさせていただきます。 

 続きまして国保ねんきん課小林課長より決算

の内容について説明させていただきますので、

よろしく御審議お願いいたします。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） はい、委

員長。 

○委員長（中村和美君） はい、小林国保ねん

きん課長。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）国保ねんきん課の小林でございます。 

 失礼して、座って説明させていただきたいと

思います。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） それで

は、議案第１００号・平成２３年度八代市国民

健康保険特別会計歳入歳出決算について御説明

を申し上げます。 

 それでは、まず特別会計歳入歳出決算書の１

０ページ、１１ページをお開きください。 

 なお、説明は１０００円単位で申し上げま
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す。 

 １１ページの最後の行、左側でございます

が、収入済額が１７８億７３０５万４０００円

で、予算現額に対する割合は９８.５２％、調

定額に対する割合は９３.０６％となっており

ます。 

 続きまして１２、１３ページをお開きくださ

い。 

 １２ページの最後の行、歳出合計でございま

す。支出済額が１７７億３０２万３０００円

で、予算執行率は９７.５９％となっておりま

す。 

 それでは次に、内容についての説明ですが、

歳入につきましては八代市特別会計歳入歳出決

算書で、歳出につきましては平成２３年度にお

ける主要な施策の成果に関する調書にて御説明

いたします。 

 まずは、歳出から説明いたします。 

 主要な施策の成果に関する調書の９５ページ

をお願いいたします。 

 国民健康保険特別会計の主な事業でございま

す。 

 まず初めに、総務関係費といたしまして、１

項目めの納税奨励費、決算額２７１６万円は、

国民健康保険税等の納税相談及び収納業務を円

滑に推進することを目的とした事業として、こ

の業務に当たる納税相談員１４名分の人件費で

ございます。 

 なお、財源といたしましては、一般会計繰入

金２５２２万円が主なものでございます。 

 次に、２項目めの国民健康保険運営協議会費

の決算額１７万３０００円は、国民健康保険法

に規定されております国保事業の運営に関する

重要事項を御審議いただく国民健康保険運営協

議会に係る委員報酬などでございます。委員は

１４名で、協議会を年２回開催いたしておりま

す。 

 次の３項目めは、国民健康保険の主要事業で

ある保険給付費関係でございます。 

 国民健康保険保険給付費の決算額１１９億３

８７万９０００円は、国保会計の根幹となる療

養給付費ほか各種の保険給付でございます。 

 事業の概要欄に内訳として５点挙げておりま

す。 

 事業の概要欄の１点目、療養諸費は１０４億

５５９８万２０００円を支出いたしておりま

す。これは、医療費の総額から被保険者本人が

医療機関の窓口で支払う一部負担金を除いた

額、つまり、医療費の保険者負担分でございま

す。 

 次の２点目、高額療養費は１３億５６９１万

６０００円を支出いたしております。これは、

国保加入者が医療機関の窓口で支払う一部負担

金が、１月当たりの自己負担限度額を超えたと

き、その差額を払い戻すものでございます。 

 そのほか高額介護合算療養費に６４万９００

０円、出産育児諸費２０１件に８４０９万２０

００円、葬祭諸費２０８件に６２４万円を支出

いたしております。 

 なお、保険給付費に係る予算執行率は９８.

８％でございます。 

 平成２３年度におきましては、退職被保険者

療養給付費等が予想以上の伸びを見せたため予

算を増額させていただきましたが、一般被保険

者から退職被保険者への遡及振替等につきまし

てはさらに予算が不足いたしましたので、７７

４６万２０００円を流用させていただいたとこ

ろでもございます。 

 また、特定財源といたしましては、国県支出

金４９億５７９万８０００円、一般会計繰入金

７億６２４３万５０００円でございます。 

 最近の八代市国保に関する医療費総額の動向

につきましては、平成２３年度では前年の２２

年度との比較で０.６％の伸びにとどまってい

るところですが、ここ３年の動きを見ますと、

平成２０年度１３６億円だったものが平成２３
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年度は１４３億円となりまして、約５％伸びて

おります。 

 一方、被保険者数は徐々に減少しておりまし

て、平成２０年度４万４３４９人だったものが

平成２３年度は４万２６７０人となり、約４％

減少しております。 

 これによりまして、１人当たりの医療費は、

平成２０年度約３０万８０００円から平成２３

年度約３３万６０００円で、約９％も伸びてお

ります。 

 今後、６０歳から６５歳のいわゆる団塊の世

代の方々が社会保険から国保へ加入されるな

ど、高齢者の加入率が急速に高まることによる

医療費の増加が予見されますので、引き続き国

保財政は予断を許さない状態にあると考えてお

ります。 

 次に、４項目めの後期高齢者支援金の決算額

１９億２９４万１０００円は、後期高齢者医療

制度に対する国保保険者負担分でございます。 

 事業の概要欄の後期高齢者支援金１９億２７

５万１０００円は、国保被保険者数等に応じて

負担する支援金本体、後期高齢者関係事務拠出

金１９万円は、それに係る事務費分として社会

保険診療報酬支払基金に支払ったものでござい

ます。 

 なお、特定財源といたしましては、国県支出

金９億１２９７万５０００円、一般会計繰入金

８９９３万１０００円でございます。 

 次の５項目め、前期高齢者納付金の決算額５

６４万６０００円は、前期高齢者医療費に対す

る国保保険者負担分でございます。 

 事業の概要欄、前期高齢者納付金５４６万円

と前期高齢者関係事務拠出金１８万６０００円

を社会保険診療報酬支払基金に支払ったもので

ございます。これは、６５歳から７４歳までの

前期高齢者の医療費について、制度上発生する

医療保険者制度間の財政的な不均衡を調整する

ために、平成２０年４月の医療制度改革によっ

て新設されたものでございます。 

 次に、６項目めの老人保健拠出金の決算額２

７２万６０００円は、老人保健医療費の精算に

係る保険者としての負担分でございます。 

 事業の概要欄、老人保健医療費拠出金２６０

万３０００円と老人保健事務費拠出金１２万３

０００円は、老人保健医療の精算に係る拠出と

いたしまして社会保険診療報酬支払基金に支払

ったものでございます。 

 なお、特定財源といたしましては、国県支出

金７４万５０００円でございます。 

 次に、７項目め、介護納付金の決算額８億９

４３８万７０００円は、４０歳から６４歳まで

の介護保険第２号被保険者分の納付金でござい

ます。 

 特定財源といたしましては、国県支出金３億

４６３８万円、一般会計繰入金４３７０万５０

００円でございます。 

 次に、８項目め、共同事業拠出金の決算額２

４億６４４３万５０００円は、県内市町村の負

担調整や共同で行う事業に対する拠出金でござ

います。 

 内訳といたしまして、事業の概要欄の１点

目、高額医療費共同事業医療費拠出金は３億６

５８７万２０００円を支出いたしております。

これは、レセプト１件当たり８０万円以上の高

額な医療費について、小規模保険者の運営基盤

の安定化等を図るため、都道府県単位で費用負

担を調整するものとして国保連合会が実施して

いる再保険事業の拠出金でございます。 

 次の２点目、保険財政共同安定化事業拠出金

は２０億９７７８万８０００円を支出いたして

おります。これは、都道府県内における市町村

の保険料の平準化や財政の安定化を図るため、

レセプト１件当たり３０万円以上の医療費の負

担を調整するものとして国保連合会が実施して

いる事業への拠出金でございます。 

 次の３点目、広報共同事業費拠出金７７万１
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０００円と４点目の退職者医療共同事業拠出金

４０００円は、県内市町村が共同で行う広報事

業や退職者医療に関して国保連合会が実施して

いる共同事業に対する支出でございます。 

 なお、特定財源といたしましては、国県支出

金１億８３９８万円、一般会計繰入金４０００

円でございます。 

 次の９６ページをお願いいたします。 

 このページに掲げる事業は、国保事業の健全

運営を図るため、医療費適正化策として実施し

ております保健事業費関係でございます。 

 １項目め、医療費適正化推進事業の決算額は

７０２万９０００円でございます。 

 内訳としまして、事業の概要欄に掲げました

診療報酬明細書点検整理等業務委託３５９万６

０００円は、通常のレセプト点検に加え、充実

強化策として歯科点検や単月点検などを業務委

託したもので、歯科レセプト点検で２万９６３

９件、単月レセプト点検で６０万４８３件、レ

セプト配列・整理等で３３万７３７９件につい

て実施いたしました。 

 次のジェネリック医薬品希望カード作成等は

１９万９０００円を支出いたしました。 

 その次の平成２３年度新規の生活習慣病レセ

プト補記作業等委託２６５万１０００円は、特

定健診等実施計画を平成２４年度に見直すに当

たり、データを収集するために業務委託したも

のでございます。 

 最後、特定健診だより等は５８万３０００円

を支出いたしております。 

 なお、特定財源は国県支出金８６万３０００

円でございます。 

 続きまして２項目め、国保保健指導事業の決

算額２０８万１０００円は、医療機関の重複受

診者や頻回受診者への相談業務を行う訪問保健

師１名分の賃金などでございます。 

 実績といたしましては、重複受診者１３２

名、頻回受診者３４名の御家庭を訪問し、健康

相談をしながら適正受診をお願いしておりま

す。 

 続きまして３項目め、疾病予防費の決算額は

４５４４万９０００円でございます。 

 その内訳といたしまして、事業の概要欄の１

点目、健康優良家庭表彰記念品代４４６万６０

００円は、１年間医療機関を受診されず、健康

に過ごされた７４１世帯に対する記念品代でご

ざいます。 

 ２点目、はりきゅうマッサージ等助成金１０

３１万９０００円は、はり・きゅう等の施術を

受けられた方への助成金１万３１９件分でござ

います。 

 なお、助成の内容は、お１人当たり年１５回

を限度として、１回１０００円でございます。 

 ３点目、脳ドック助成金６８４万円は、脳ド

ックの費用をお１人当たり一律１万５０００円

助成した４５６件分でございます。 

 ４点目、医療費通知郵便料３４５万円は、御

家庭へ医療費のお知らせを行う医療費通知６万

９４３４件分の郵送料でございます。 

 ５点目、共同電算処理業務委託１９１２万５

０００円は、レセプトの疾病分類、統計作成、

審査支払いなどの電算処理に係る国保連合会へ

の業務委託料でございます。 

 ６点目、国保だより等１２４万９０００円

は、年３回発行しました国保だよりの印刷製本

費などでございます。 

 なお、特定財源は国県支出金５５８万２００

０円でございます。 

 次の４項目め、特定健診事業の決算額は７５

５１万２０００円でございます。これは、４０

歳から７４歳までの国保加入者を対象に、メタ

ボリックシンドロームに着目した特定健康診査

を行うための八代市医師会等への業務委託料６

９８６万７０００円並びにこれらに係る事務費

等５６４万５０００円でございます。 

 特定健診受診者数といたしましては、集団健



 

－8－ 

診で７３９６件、個別健診で２４１８件、合わ

せて９８１４件でした。 

 特定健診の受診率といたしましては、平成２

２年度３２.８％から平成２３年度は３３.２％

となり、０.４％の向上となっております。 

 なお、特定財源は国県支出金４１４３万７０

００円でございます。 

 最後の特定保健指導事業の決算額５４７万３

０００円は、特定健康診査の結果により生活習

慣の改善を行う必要のある方への特定保健指導

に要した費用でございます。 

 その内訳といたしましては、動機づけ支援、

継続支援教室などの特定保健指導を行うための

業務委託３３２万７０００円並びに通知等の郵

送料など事務費等に２１４万６０００円を支出

いたしております。 

 実施件数といたしましては７９３件でござい

ます。 

 なお、特定財源は国県支出金５３５万３００

０円でございます。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 続きまして歳入の説明をいたしたいと思いま

す。歳入につきましては、八代市特別会計歳入

歳出決算書に基づきまして説明申し上げます。 

 決算書の１６ページ、１７ページをお願いい

たします。 

 金額につきましては、右ページの、右から４

列目の収入済額で申し上げます。 

 第１款・国民健康保険税は３４億９２９０万

９０００円でございます。 

 項１・国民健康保険税、目１・一般被保険者

国民健康保険税の収入済額は３２億５３３６万

４０００円でございます。節１から３までは現

年課税分、節４から６までは滞納繰越分でござ

います。 

 一般被保険者に係る収納率につきましては、

還付未済分を除きまして、現年分９２.８１

％、滞納分は１２.２６％となっております。 

 目２・退職被保険者等国民健康保険税の収入

済額は２億３９５４万４０００円でございま

す。目１と同様に、節１から３までは現年課税

分、節４から６までは滞納繰越分でございま

す。 

 退職被保険者に係る収納率につきましては、

現年分９７.１５％、滞納分は１３.７５％とな

っております。 

 なお、一般と退職を合わせた現年課税分の収

納率は、還付未済分を除きまして９３.１０％

で、平成２２年度の９２.５８％から０.５２％

向上しております。 

 次の１８、１９ページをお願いします。 

 第２款・使用料及び手数料、項１・手数料、

目１・督促手数料３５９万１０００円でござい

ます。これは、滞納世帯への督促状送付の手数

料収入でございます。 

 第３款・国庫支出金は５７億２４０５万３０

００円でございます。 

 項１・国庫負担金、目１・療養給付費等負担

金、節１・現年度分は３７億５６６４万９００

０円でございます。これは、一般被保険者の療

養給付費等負担金や老人保健医療費拠出金など

の費用の３４％が国から概算で交付されたもの

でございます。 

 目２・高額医療費共同事業負担金は９１９９

万円でございます。これは、高額医療費共同事

業医療費拠出金に係る国の負担金でございま

す。負担割合は、対象となる拠出金の４分の１

となっております。 

 目３・特定健康診査等負担金は２３３９万５

０００円でございます。これは、特定健診事

業、特定保健指導事業に係る国の負担金で、と

もに負担割合は、対象経費の３分の１となって

おります。 

 項２・国庫補助金は１８億５２０１万９００

０円でございます。 

 目１・財政調整交付金は１８億４７１６万４
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０００円で、節１・普通調整交付金１４億９７

２５万１０００円と節２・特別調整交付金３億

４９９１万３０００円となっております。 

 普通調整交付金は、各市町村保険者の財政力

の不均衡を調整するために、また、特別調整交

付金は、各市町村保険者の特別事情や特別な事

業の実施に対して国から交付されるものでござ

います。 

 目２・国民健康保険出産育児一時金補助金２

３６万円は、平成２１年１０月の制度改正によ

り出産育児一時金が４万円引き上げられました

ことから、平成２３年度は引き上げ額の４分の

１の補助となっております。 

 目３・療養給付費等補助金、節２・災害臨時

特例補助金１万１０００円は、東日本大震災に

対処するための特別の財政援助及び助成に関す

る法律に基づき、療養給付に係る一部負担金の

支払いを免除した総額の１０分の８の補助でご

ざいます。 

 目４・高齢者医療制度円滑運営事業費補助金

２４８万４０００円は、７０歳から７４歳まで

の被保険者の一部負担割合が２割とされている

ところ、これを１割とする特例措置に伴い、高

齢受給者証の再交付に要した費用に対する概算

補助でございます。 

 続いて第４款・療養給付費等交付金ですが、

次の２０ページから２１ページをお願いいたし

ます。 

 項１・療養給付費等交付金７億５２５６万５

０００円は、退職者療養給付費等負担分でござ

います。これは、退職被保険者の医療費に充て

るため、社会保険診療報酬支払基金から交付さ

れたものでございます。 

 第５款・前期高齢者交付金は３０億１３７６

万２０００円でございます。これは、歳出で説

明いたしました保険給付費のうち、６５歳から

７４歳までの被保険者の医療費について、制度

上発生する医療保険制度間の財政的な不均衡を

調整するための交付金でございます。 

 第６款・県支出金は８億５８７１万１０００

円でございます。 

 項１・県負担金、目１・高額医療費共同事業

負担金は、節１・現年度分９１９９万円でござ

います。これは国庫負担金と同様、県の負担分

で、負担割合は４分の１となっております。 

 目２・特定健康診査等負担金は、節１・現年

度分２３３９万５０００円でございます。これ

も国庫負担金と同様、県の負担分でございま

す。特定健診事業、特定保健指導事業ともに負

担割合は３分の１となっております。 

 項２・県補助金、目１・県調整交付金は７億

４３３２万６０００円でございます。 

 内訳は、節１・普通調整交付金６億５２６０

万４０００円、節２・特別調整交付金９０７２

万２０００円となっております。 

 普通調整交付金は、県内各市町村国保の財政

を調整するために、特別調整交付金は、収納率

向上の場合や医療費適正化対策を行った場合、

保健事業を行った場合等に県から交付されるも

のでございます。 

 第７款・共同事業交付金は２５億４１２９万

１０００円でございます。 

 項１・共同事業交付金、目１・高額医療費共

同事業交付金３億７４４５万８０００円と目２

・保険財政共同安定化事業交付金２１億６６８

３万３０００円は、共同事業の対象となった医

療費の財源として国保連合会から交付されたも

のでございます。交付割合は、いずれも１００

分の５９となっております。 

 第８款・財産収入、項１・財産運用収入、目

１・利子及び配当金は、国民健康保険財政調整

基金の預金利子４４３万５０００円でございま

す。 

 続きまして２２、２３ページをお願いいたし

ます。 

 第９款・繰入金は、項１・一般会計繰入金１
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１億５３４５万８０００円でございます。これ

は全て法定繰入分、いわゆるルール分でござい

まして、市の負担分につきましては、普通交付

税に算入されているものでございます。 

 内訳といたしまして、まず、節１・職員給与

費等繰入金２億２８４万１０００円は、国保事

業に要する人件費２０名分や納税相談員１４名

への報酬などに要する費用に対するものでござ

います。 

 節２・出産育児繰入金５４５４万６０００円

は、出産育児一時金の決算額のうち、国庫補助

分を控除した対象額の３分の２に相当するもの

でございます。 

 節３・保険基盤安定繰入金６億７４４６万３

０００円は、一般被保険者の低所得世帯に係る

保険税軽減によって生ずる財源不足に対するも

のでございます。 

 節４・財政安定化支援事業繰入金２億２１６

０万７０００円は、病床数が多いなど、地域の

特性による国保財政の負担の増加に対する支援

分でございます。 

 項２・基金繰入金、目１・財政調整基金繰入

金でございますが、国保税収の増加、国の療養

給付費等負担金の増収などにより収支がとれま

したことから、基金繰り入れは行っておりませ

ん。 

 第１０款・繰越金は、前年度決算の剰余金２

億８３２９万７０００円でございます。 

 第１１款・諸収入は４４９７万６０００円で

ございます。 

 項１・延滞金加算金及び過料、目１・一般被

保険者延滞金１３２８万９０００円は、保険税

の滞納に対する延滞金でございます。 

 目２・退職被保険者等延滞金はございませ

ん。 

 項２・市預金利子は８６１円でございます。 

 項３・雑入は３１６８万６０００円でござい

ますが、その内訳は、目１・一般被保険者第三

者納付金２９８６万２０００円、目２・退職被

保険者等第三者納付金４万７０００円でござい

ます。これは、国保加入者が交通事故等、第三

者行為の被害者となった場合に、治療のため一

時的に保険を使用した分を過失割合等に応じて

加害者に請求し、徴収したものでございます。 

 次の２４、２５ページをお願いいたします。 

 目３・一般被保険者返納金は１２４万円でご

ざいます。これは、一般被保険者が社会保険の

資格を取得した後に、八代市国保の保険証を提

示し医療機関を受診したため、その保険給付費

を返納いただいたものが主な内容でございま

す。 

 目４・退職被保険者等返納金はございませ

ん。 

 目５・雑入２万３０００円は、臨時職員雇用

保険料の自己負担分などでございます。 

 目６・特例措置療養費一部負担金は４８万２

０００円でございます。これは、平成２０年４

月１日から７０歳以上７４歳未満の被保険者の

負担割合が２割とされましたが、特例措置によ

りまして平成２５年３月３１日までは１割に据

え置かれております。その差の１割分を国が負

担するものでございます。 

 目９・はりきゅうマッサージ等助成金返納金

は２万９０００円でございます。 

 以上、歳入の合計は１７８億７３０５万４０

００円でございます。 

 最後に、３６ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額１７８億７３０５万４０００円、歳

出総額１７７億３０２万３０００円、歳入歳出

差引額１億７００３万１０００円でございま

す。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支額も同額の１億７００３万１００

０円でございます。 

 なお、繰越金等を控除した単年度収支で見ま
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すと、およそ１億１０００万円の赤字となりま

す。 

 ただし、これは前年度の単年度収支２億４０

００万円の赤字を下回っておりますので、若干

改善したところでもございます。 

 平成２３年度の国保財政の全般的な状況とい

たしましては、収納率向上などによる国保税収

の下げどまり、保険給付費の増加割合が縮小し

たことなどによりまして、国保財政の安定運営

が維持できたものと考えております。 

 しかしながら、国保を取り巻く環境といたし

ましては、依然として厳しい状況が引き続いて

おりますので、今後とも予断を許すことなく、

本市国保財政の安定運営に努めてまいりたいと

考えております。 

 以上で議案第１００号・平成２３年度八代市

国民健康保険特別会計歳入歳出決算についての

説明を終わらせていただきます。 

 御審議のほど、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（中村和美君） はい、ただいまの説

明について質疑を行います。質疑、ありません

か。 

 はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。今、国保の会計

の説明がありましたけれども、この会計に携わ

るですね、特に幹部の皆さん方は、その年度の

会計がどうなるのかというのは、非常にやはり

細心の注意を払っておられるところだろうと思

います。 

 その中で、１億７０００万の実質収支はあり

ましたものの、今、最後に説明がありましたよ

うに、単年度の実質収支はですね、マイナス、

１億１０００万の赤字と。改善されております

けれども、そういう状況ですので、引き続きで

すね、医療費の適正化とか、そういったことに

ついては十分取り組んでいただかなければなら

ないというふうに思っております。 

 そういう中でですね、ちょっと２点ほどお尋

ねをしたいのですが、退職者のですね、療養給

付費が７７００万補正をしたにもかかわらず６

１３０万ぐらい流用しておられます。 

 で、ずっと以前からこの退職者医療費という

のは低い傾向にあったんですよね。一般に比べ

ますと。 

 ただ、その原因を考えてみますと、つまり、

我々のような団塊の世代が退職するというよう

なことで、退職者の絶対数がふえてきたことに

よって医療費が伸びただろうというふうに思い

ますけども、そのほかに、我々のような退職者

が現役時代に、余りに飲み過ぎて糖尿病が多い

とか、あるいは肝臓疾患が多いとか、何かそう

いうものの分析は、保健師さんとかしておられ

ますか。 

 また、それに対して、どういうふうにしたら

この退職者の医療費が減らせるかというような

ことは、少しは分析とかしておられますか。も

し、おらたら、教えていただきたいと思いま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、蒲生はつらつ

健康課課長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。た

だいまの御質問で、退職者医療に関する医療費

の分析ですけれども、はつらつ健康課のほうで

は、特に分析等は行っていない状況です。 

○委員長（中村和美君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい、済みません。 

 絶対数がですね、ふえたことによってふえる

ということだろうというふうに思います。 

 で、そういう中で、特定健診を実施されてお

りますが、これは後期高齢者医療制度が導入さ

れたときに、それぞれの保険者に特定健診が義

務づけられたというふうに記憶をしておりま

す。 

 で、今、３３.２％。たしか５年間で６５％

に持っていかないと、後期高齢者医療制度の支
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援金を、ペナルティーをかけますというような

のがですね、前政権ではあったんですよね。 

 で、今の政権は、どっちかというと、後期高

齢者医療制度を廃止すると。これは、税と社会

保障の一体改革の中で、消費税を上げるために

廃案になったわけですけれども、先ほどから説

明があったとおりです。 

 で、最近も、今も、やっぱり６５に持ってい

かなければ、ペナルティーを科しますよという

国あたりの通知といいますか、そういうのはあ

りますか。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、蒲生はつらつ

健康課課長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。

今、委員さんおっしゃいましたとおり、以前は

そういうようなペナルティーがございました

が、最近、最近というか高齢者医療確保に基づ

く後期高齢者支援金の加算・減算措置というこ

とですけども、特定保健指導をほとんど取り組

んでいない保険者に限定されて加算を支援金の

０.２％される予定ということで聞いておりま

す。 

 また、減算の対象となりますのは、特定健

診、保健指導の２つの目標を達成した保険者と

なるということです。 

 ちなみに、県内では、特定健診の目標を達成

した市町村ですが、五木村１カ所でございま

す。 

 また、両方目標を達成した保険者は、県内に

はございません。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。特定健診のです

ね、受診率を上げるというのは、これもです

ね、非常に難しいことです。ですから、なかな

か６５％という数字は夢のような数字だろうと

思います。 

 しかし、やはり医療費の適正化、あるいは、

私、ちょっと思っているのはですね、政権がま

たかわったら、そういうのが強化されるんじゃ

ないかなというふうに思います。 

 で、この受診率が高いところもあるんですよ

ね。既に５割以上のところもあります。 

 で、八代の場合を考えてみますと、中山間地

以上はですね、結構高いと思います。５割以上

いっていると思います。低いのは、いわゆる市

街地というかですね。 

 ですから、ここを上げるためにどうするか考

えられておられると思いますが、私はですね、

私も対象者ですから、医療機関で特定健診を受

けたんですけども、非常にですね、スムーズに

というか、簡単にというかですね、思ったより

も非常に簡単に医療機関健診が受けられるんで

すよね。 

 ですから、やはり平たん地のほうは、やはり

いかに医療機関による健診を進めていくか、そ

れでですね、私はかなり違うというふうに私自

身はそう思っておりますので、今後どうなる

か、ペナルティーの問題がどうなるかわかりま

せんけども、一生懸命にですね、これは取り組

む必要があるだろうと、医療費の適正化のため

にもそういうふうに思いますので、そういうふ

うに取り組んでいただきたいというふうに思い

ます。 

 以上です、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい。ほか、ありま

せんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。本市でも、ジェ

ネリック医薬品の推進をここ二、三年ぐらいさ

れているようですけども、このジェネリックを

使うようになってから、どれぐらいジェネリッ

ク医薬品を使うようになってきたのかわかりま

せんけども、それにおいて、従来と医薬品の額
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の縮減というか、そういうものはわかります

か。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、小林国保ねん

きん課長。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） はい。ジ

ェネリック医薬品の利用促進についての取り組

みでございますけれども、ここ数年は、私ども

としましても、促進していただくために、希望

カードの配付ですとか、２４年度、ことしに入

りましてジェネリック医薬品の差額通知をです

ね、初めて取り組みとして発送したところでご

ざいますけれども、この効果の額の測定につき

ましては、国保連合会が持っていらっしゃるデ

ータをもとに、この電算処理のもとで行われる

ということで、これができますのが、私ども今

現在聞いていますところで２５年度に入ってか

らということで、今回発送しました方々がどう

いうふうにジェネリック医薬品に移行していた

だいたか、そして、その額がですね、どの程度

効果があらわれたというのは、今現在ではちょ

っとわからないといったところでございます。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい、わかりました。 

 じゃあ、２５年に入ってからもう一度質問さ

せていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、ほか、ありま

せんか。 

○委員（鈴木田幸一君） １つだけ。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。非常に仕事を

頑張っておられることは十分に理解できまし

た。 

 １７ページのですね、決算書の１７ページの

収入未済額の中で、非常に未済額が多いなとい

うふうにちょっと思いましたので、これについ

て、今どのような、この未済額に対して、また

再度周知をしながら、できるだけこの未済額を

解消しようかという方法をとっておられるかを

お聞きしたいと思いますが。 

○納税課長（松本秀美君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、松本納税課課

長。 

○納税課長（松本秀美君） はい。未済額のほ

うにつきましては、現年度分が２億４７８７万

８０００円で、滞納繰越分が９億余りありま

す。合わせまして、１１億４９００万というの

が収入未済額でございますが、実際のところ、

私どもがやっておりますところは、基本的に、

納付能力のある方からはきちんといただくと。

そして、納付能力のない方については、早目に

滞納処分の執行停止をかけるというふうな形で

進めております。 

 現在、現年度分を完納できない方というのは

大体３２００世帯余りあります。大体パーセン

トにいたしますと、１６％前後でございます。 

 その１６％前後の方の中で、資格者証という

形でいらっしゃるところが全体の大体１％を超

えております。これは、保険証はありますが、

窓口で１００％の診察料なりを払うという方で

ございます。 

 ほかに、例えば収監されてる方とか行方不明

の方とか、居所不明という形でございますが、

こういう方も含めると、少なくとも２％以上は

いらっしゃるんじゃないかと思っております。 

 そういう中で、分母は１００％でございます

が、実質的なその上の分子が本当は９８％以下

じゃないかと思っております。 

 そういう中での９３％でございますから、過

去において、２０、２１年度というのは９１.

５％をクリアできずに、八代市が入っているカ

テゴリーの中では、基準が９１.５％でござい

ますから、ペナルティーを与えられるというふ

うな状況でございました。 
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 そういう中で、先進地といいますか、収納率

上位のところの他市の状況等を参考にさせてい

ただきながらですね、あと自治大学の教授の方

にも２０年度と２３年度については指導を承り

まして、何をなすべきかというような形で取り

組んでおるところでございます。 

 何とか今の収納率というのは、県内の１４市

の中では、天草と宇土市、そして水俣市です

か、その次の４位でございます。どの市につい

ても、なるだけ情報交換をしながら、収納率を

上げるということについてはひたむきに取り組

んでらっしゃるんですが、八代市としても、た

しか８位、７位、４位、４位という形で何とか

数字を上げてきております。 

 今後も、なるだけ早くですね、滞納整理とい

う形で預貯金の調査とか、あと御本人の給与の

調査、年金額の調査等をやっておりまして、早

目、早目にですね、なるだけ延滞金等もつかな

いうちに滞納整理を進めているというふうな形

で取り組んでおります。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） はい。よろしいです

か。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） 鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 非常に努力しておら

れることがわかりましたけれども、やっぱりで

すね、一番大事なことは、支払い能力があるの

に払っていない方というのはやっぱし問題じゃ

なかろうかと思うとですよ。もちろん払えない

方がおられますので、その方をずっと追い込ん

でとるということを私言いたいわけではないん

ですけれども、やっぱしですね、とれるところ

というのはですね、実際あるわけですし、人間

というのは非常に甘えがあって、あそこがある

から私はという、非常に自分勝手な理屈をつけ

て払わない方がおられる。 

 しかし、大方の方がこの国保の法律に従って

払っておられるという事実があるわけなんです

ので、そういった意味では、平等という中での

不平等というのがあってもいい、あるいは不平

等の中での平等というのをしっかり追求してい

く必要があるかなというふうに考えます。 

 今の滞納者の方の中には、確かに政治的な要

因や、あるいは地域の要因によって失業者にな

って、前年度の所得に合わせてその金額が決ま

るわけですので、どうしても払えないという方

が出てこられます。その方の場合については、

またそれなりの対策をとらぬばいかぬというの

が政治じゃなかろうかと思いますので、本当に

おつらい仕事ではあると思いますけれども、や

はりどうしても払っていただかなきゃならない

し、また払われる方というのはおられるわけで

すので、そこのところは十分に吟味されなが

ら、今後の指導をよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい、ほか、ありま

せんか。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。実はですね、国

保関係についてもそうですが、はつらつ健康に

ついてもそうですが、私がちょっと覚えてるん

では、三、四年前かわかりませんけど、校区の

婦人会の総会とかですね、あるいは婦人会の会

合とか、そういうのに出かけられてですね、国

保の現状とかいろいろ、あるいははつらつ健康

の保健師さんのほうからの話とかですね、機会

を捉えて出かけていただいているというふうに

非常に感謝をしてるんですけど、やっぱりいろ

んな校区の会合とかなんかありましてもです

ね、どちらかといいますと、例えば市政協力員

の会合なんかもあるんですけど、私も含めて、

どうも男性のほうは健康管理にはですね、やっ

ぱり女性に比べたらですね、薄いんじゃないか
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と私は思ってるわけです。 

 そういうことからしますとですね、今後もよ

り一層女性の方の婦人会の総会とか集会とかで

すね、できるだけ、――皆さん方は忙しいとい

うのはよくわかります。だけども、できるだけ

地域にも出かけていっていただいてですね、国

保の現状なり、あるいは特定健診の必要性とか

ですね、そこいらについてもですね、もっとも

っと現場に出かけていってＰＲをしてですね、

そして医療費の適正化に持っていくといいます

か、そういうのが必要だと思うんですが。 

 最近はどうでしょうか。国保とか、あるいは

はつらつ健康で、市のほうに、各校区に出かけ

られている実情という、どういうもんでしょう

か、ちょっとお尋ねしたい。 

○委員長（中村和美君） はい、蒲生はつらつ

健康課課長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） ただいま

委員さんおっしゃっていただいたとおり、校区

になるべく出向いたときには、健診の必要性と

か、その校区の受診率の状況とかを紹介いたし

まして、なるべくたくさんの方、受けていただ

くように御紹介しております。 

 今年度も、国保ですね、国保ねんきん課と一

緒に健康づくり推進協議会の総会等に出向かせ

ていただきまして、医療費の現状または特定健

診の必要性について、１時間程度ですけれど

も、お話をさせてもらっております。 

 なるべくそういう機会にはたくさん出向いて

いきたいというふうに考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。確かにですね、

日常の業務が忙しい中で大変だと思いますけれ

ども、やっぱり、もちろんそういう会合にまた

出席される方も限られはしますけどですね、で

きるだけ市民の皆さんに訴えていただいて、言

うなれば、市民の皆さんがみんなで努力するこ

とによって医療費の伸びというのもですね、右

肩上がりを幾らかでも、今の伸び方をですね、

少なくしていくといいますか、そういうこと

が、いわゆる市民の税金にもはね返ってくると

いうふうなことも含めながらですね、よりわか

りやすくですね、説明していただいて、御苦労

ですが、今後とも続けていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） はい、ほか、ありま

せんか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） ９５ページの納税奨励

費の件でですが、これは２１年度は１５名で、

２２年度は１４名、これは法定数があるんです

かね。 

○委員長（中村和美君） はい、小林国保ねん

きん課長。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） はい。こ

れは法定ではございません。八代市独自でです

ね。（委員矢本善彦君「独自」と呼ぶ）ええ、

はい。（委員矢本善彦君「はい、わかりまし

た」と呼ぶ） 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） それでは、納税相談員

のですね、収納実績を聞かせてください。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） はい。 

○委員長（中村和美君） 小林国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） ３年程度

でよろしいでしょうか。（委員矢本善彦君「は

い」と呼ぶ）はい。ええ。 

 国保税、市税、合計いたしまして、平成２１
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年度でおよそ３億９０００万円、平成２２年度

で３億６２００万円、平成２３年度でおよそ３

億４８００万円となっております。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） なかなかですね、もう

徴収というのは本当に大変だと思いますけど

も、だんだん何か徴収がちょっと減っているよ

うな感じがしてますので、努力していただいて

ですね、頑張っていただきますよう要望してお

きます。 

○委員長（中村和美君） はい、ほか、ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい。なければです

ね、以上で議案第１００号・平成２３年度八代

市国民健康保険特別会計決算についての質疑を

終わります。 

                              

◎議案第１０１号・平成２３年度八代市後期高

齢者医療特別会計決算 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１０１

号・平成２３年度八代市後期高齢者医療特別会

計決算について、歳入歳出、一括して説明を求

めます。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） はい。 

○委員長（中村和美君） 小林国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） はい。引

き続きよろしくお願いいたします。 

 失礼して座らせていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） それで

は、議案第１０１号・平成２３年度八代市後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算について御説

明申し上げます。 

 まず、特別会計歳入歳出決算書の４０ページ

及び４１ページをお願いいたします。 

 なお、説明は１０００円単位で申し上げま

す。 

 歳入でございます。 

 ４１ページの一番左側の列、収入済額の一番

下の行をごらんください。 

 収入済額の合計は１５億６５０１万３０００

円で、予算現額１６億３２１２万８０００円に

対する割合は９５.９％、調定額１５億７９２

３万７０００円に対する割合は９９.１％とな

っております。 

 次に、４２、４３ページをお願いいたしま

す。 

 歳出でございます。 

 ４２ページの一番下の行でございますが、予

算現額１６億３２１２万８０００円に対しまし

て、支出済額は１５億３９５１万７０００円

で、予算執行率は９４.３％となっておりま

す。 

 それでは、内容についての説明ですが、歳入

につきましては歳入歳出決算書、歳出につきま

しては２３年度における主要な施策の成果に関

する調書にて御説明を申し上げます。 

 なお、御承知のとおり、熊本県におけます後

期高齢者医療制度につきましては、熊本県後期

高齢者医療広域連合が保険者として運営を行っ

ております。各市町村におきましては、関係業

務のうち、主に窓口受付業務、保険料の賦課徴

収業務、保健事業に関する業務を行うこととな

っております。 

 それでは、主要な施策の成果に関する調書の

９７ページをお願いいたします。 

 表の右側、歳出決算額の欄をごらんくださ

い。 

 科目１・総務費は７１３１万円でございま

す。そのうち（１）一般管理費６２１０万５０

００円は、職員８名分の人件費や保険証の交付

にかかった費用等でございます。 
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 次の（２）の徴収費９２０万５０００円は、

保険料の決定通知書や納付書の作成、送付とい

った保険料の賦課や収納に関係する業務にかか

った費用でございます。 

 次の科目２・後期高齢者医療広域連合納付金

と科目の３・保健事業費につきましては、次の

９８ページをお願いいたします。 

 科目２・後期高齢者医療広域連合納付金は１

４億５０７０万９０００円を支出いたしており

ます。 

 事業の概要欄ですが、まず、被保険者保険料

納付金といたしまして１０億３０８４万２００

０円を支出いたしております。これは、被保険

者から徴収した保険料を一旦後期高齢者医療特

別会計の歳入で受け入れ、広域連合へ支出した

ものでございます。 

 また、その下、保険基盤安定分担金では４億

１９８６万７０００円を支出いたしておりま

す。これは、低所得者に係る保険料の均等割額

を軽減することによる財源不足を補うもので、

県負担分４分の３を一旦一般会計に受け入れ、

市の負担分４分の１と合わせて後期高齢者医療

特別会計に繰り入れた後に広域連合へ支出した

ものでございます。 

 次に、科目３・保健事業費につきましては、

２段目の健康保持増進事業費といたしまして１

５８０万３０００円を支出いたしております。 

 事業の概要欄をお願いいたします。 

 まず、後期高齢者健康診査業務委託といたし

まして６８６万８０００円を支出いたしており

ます。これは、後期高齢者の疾病の重症化や合

併症の発症を予防し、寝たきりにならないよ

う、生活の質の維持及び向上を図ることなどを

目的として、年度内に１回８００円の自己負担

をいただき実施しているものでございます。健

診にかかった費用及びデータ管理手数料を支出

いたしております。 

 なお、この費用につきましては事務費と合わ

せ全額が広域連合から負担されております。 

 また、はり・きゅう等施設利用助成金につき

ましては、国民健康保険と同様、はり・きゅう

等の施術を受けられる高齢者の方へ、１回１０

００円、年度内１５回まで助成するものでござ

います。 

 市指定の施術所に対し８６８万５０００円を

支出いたしております。財源といたしまして

は、一般会計からの繰入金となっております。 

 では、戻りまして、９７ページをお願いしま

す。 

 次の科目の４です。諸支出金では１６９万６

０００円を支出いたしております。 

 （１）保険料還付金１６９万６０００円は、

過誤納付に係る過年度分の保険料を還付したも

のでございます。 

 （２）還付加算金はございません。 

 最後に、科目の５・予備費につきましては、

支出はございません。 

 合計の欄、歳出総額が１５億３９５１万８０

００円となっております。 

 以上で歳出の説明を終わりまして、引き続き

まして歳入の説明をいたします。 

 特別会計歳入歳出決算書の４６、４７ページ

をお願いいたします。 

 金額につきましては、４７ページの右から４

列目の収入済額をごらんください。 

 第１款・後期高齢者医療保険料の収入済額は

１０億３０７５万２０００円でございます。 

 項１・後期高齢者医療保険料、目１・特別徴

収保険料の収入済額は７億２６５２万４０００

円でございます。これは、後期高齢者医療の保

険料を年金から差し引きにより収入した分でご

ざいます。 

 その下、目２・普通徴収保険料、節１・現年

度分の収入済額は２億９９２８万３０００円で

ございます。これは、保険料を窓口や口座振替

により収納した分でございます。 
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 節２・滞納繰越分４９４万５０００円につき

ましては、前年度から繰り越しました保険料未

納分における収納済額でございます。 

 次に、第２款・使用料及び手数料でございま

す。 

 項１・手数料、目１・督促手数料は２４万９

０００円でございます。これは、未納者に対し

て督促状を送付し、保険料とあわせて徴収した

手数料収入でございます。 

 第３款・繰入金は４億９６７７万６０００円

でございます。 

 項１・一般会計繰入金、目１・事務費繰入金

は７６９０万９０００円でございます。これ

は、広域連合出向者２名を含みます職員８名分

の人件費や各業務に必要な事務経費分でござい

ます。 

 目２・保険基盤安定繰入金は４億１９８６万

７０００円でございます。これは、先ほど歳出

で説明いたしましたとおり、低所得者等に係る

保険料の軽減により不足する財源を補うものと

して広域連合に負担するため、一般会計から繰

り入れたものでございます。 

 続きまして第４款・繰越金でございます。収

入済額は２５５８万５０００円でございます。

この繰越金につきましては、出納閉鎖整理期間

中に収納した前年度分の保険料につきまして、

次年度に繰り越し、広域連合へ支出しているも

のでございます。 

 最後に、第５款・諸収入でございます。収入

済額は１１６４万９０００円でございます。 

 項１・延滞金及び過料、目１・延滞金の収入

はございません。 

 項２・償還金及び還付加算金、目１・保険料

還付金は１６９万２０００円で、これは、過年

度分の還付済額について広域連合に請求を行っ

たものでございます。 

 目２・還付加算金はございません。 

 項３・市預金利子、目１・預金利子は３４５

円でございます。 

 次の４８、４９ページをお願いいたします。 

 項４・受託事業収入、目１・後期高齢者医療

広域連合受託事業収入は９９３万９０００円で

ございます。これは、当市で実施いたしました

高齢者健診の費用及びデータ管理手数料や健診

に係る人件費、通信運搬費等の事務費を広域連

合が負担したものでございます。 

 次に、項５・雑入、目１・雑入は６０００円

でございます。これは、臨時職員の雇用保険を

一旦特別会計の中に受け入れたものでございま

す。 

 ２・返納金は１万１０００円でございます。 

 ４９ページの収入済額の一番下をごらんくだ

さい。 

 歳入総額が１５億６５０１万３０００円とな

っております。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 最後に、５４ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額は１５億６５０１万４０００円、歳

出総額は１５億３９５１万８０００円で、歳入

歳出差引額は２５４９万６０００円でございま

す。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はありませんの

で、実質収支額も同額の２５４９万６０００円

でございます。 

 なお、先ほど、歳入予算の第４款・繰越金の

ところで説明いたしましたとおり、この歳入歳

出差引額の２５４９万６０００円につきまして

は、平成２４年度に繰り越し、保険料納付金と

して広域連合へ支出いたしております。 

 以上で議案第１０１号・平成２３年度八代市

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について

の説明を終わらせていただきます。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） はい、ただいまの説

明について質疑を行います。質疑、ありません
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か。 

○委員（田中 安君） 済みません。 

○委員長（中村和美君） はい、田中安委員。 

○委員（田中 安君） ９８ページのですね、

健康保持増進事業というところで、受診者数９

１２名、受診率４.３％というのは、お年寄り

の皆さんが動ききらぬでから受けらっさぬとか

な。それとも、何か理由があっとですか。 

○委員長（中村和美君） はい、蒲生はつらつ

健康課課長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。高

齢者健診の受診率でございますけれども、対象

者が２万１２４３名。（委員田中安君「２万１

０００」と呼ぶ）はい。平成２３年度です。

で、受診者が９１５名。で、受診率が４.３％

でございました。 

 熊本県の平均が９.８％で、確かに八代市の

場合は、後期高齢者の方のお受けになられる率

が低いほうでございます。 

 ただいま御質問ありましたように、原因、受

けられない理由というのは、特に調査等はして

いないのが現状です。（委員田中安君「調査し

ていない」と呼ぶ）よろしくお願いします。 

○委員（田中 安君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中安委員。 

○委員（田中 安君） わかりました。 

 県が９.８％で、市は４.３％と。５ポイント

以上少ないですよね。（｢うん」と呼ぶ者あ

り） 

 やっぱりこれは原因を調査をして、受けてい

ただくようにすべきじゃないかなと思うんだけ

ど、その点、どう思いますか。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、蒲生はつらつ

健康課課長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。 

 はい、済みません。 

 今調査をしてないってことですけれども、今

後、――この健診というのの目的が、やはり生

活習慣病の早期発見をしまして、適正に医療の

ほうにつなげて改善していただくということだ

と思います。これについても、若い人ももちろ

んですけれども、高齢者の皆様への周知をやっ

ていきたいとは思います。 

 原因調査につきましては、今後、機会を捉え

て、高齢者の皆様の御意見を聞く機会があれば

ですね、お聞きしていきたいと思います。 

 一般的に、未受診の方の理由を聞きますと、

現在、生活習慣病で、高血圧なり糖尿病なりと

か脂質異常等で治療中という方が非常に多うご

ざいます。それで、後期高齢の方も、この治療

中という理由での受けられない方が多いのでは

ないかなというふうに一応予測はしているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○委員（田中 安君） はい、わかりました。

しようがないっちゅうことかな。（笑声） 

○委員長（中村和美君） はい、ほか、ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい。なければ、以

上で議案第１０１号・平成２３年度八代市後期

高齢者医療特別会計決算についての質疑を終わ

ります。 

                              

◎議案第１０２号・平成２３年度八代市介護保

険特別会計決算 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１０２

号・平成２３年度八代市介護保険特別会計決算

について、歳入歳出、一括して説明を求めま

す。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、國岡長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼
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ぶ者あり）長寿支援課の國岡でございます。 

 長寿支援課が所管しております議案第１０２

号・平成２３年度八代市介護保険特別会計歳入

歳出決算について、着座して御説明させていた

だきます。よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） まず、歳入の

説明につきましては、決算書の６３ページから

の八代市介護保険特別会計歳入歳出決算事項別

明細書で、歳出の説明につきましては、別冊と

なっております平成２３年度における主要な施

策の成果に関する調書及び土地開発基金の運用

状況に関する調書にて御説明いたします。 

 決算書は円単位で記載されておりますが、１

０００円単位で御説明させていただきます。 

 まず、八代市介護保険特別会計歳入歳出決算

書の８２ページのほうをお開きをお願いいたし

ます。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額が１２２億３０９４万５０００円、

歳出総額が１２２億３９６万８０００円、歳入

歳出差引額２６９７万７０００円となっており

ます。 

 また、２３年度は翌年度へ繰り越すべき財源

がありませんので、実質収支も同額の２６９７

万７０００円となっております。 

 それでは、歳出のほうから御説明いたしま

す。 

 平成２３年度における主要な施策の成果に関

する調書及び土地開発基金の運用状況に関する

調書の１０１ページをお開きいただきたいと思

います。 

 まず、介護保険特別会計の主な事業について

御説明させていただきます。 

 まず、総務費関係でございますが、１０１ペ

ージの最初、第１項目から４項目までの介護認

定調査事業までが総務費となっております。 

 総務費の財源構成といたしましては、主に一

般会計からの全額繰入金でございます。 

 それでは、事業の内容について御説明いたし

ます。 

 まず、介護保険事業計画策定経費３２７万５

０００円につきましては、平成２４年度から２

６年度を計画期間といたします第５期介護保険

事業計画、老人福祉計画の策定に係る経費でご

ざいます。 

 市長の諮問機関であります八代市介護保険事

業計画等策定・評価審議会委員の報償費５３万

１０００円、事業計画書やつしろ・げんき健康

プラン等の印刷費４８万４０００円、計画策定

の基礎資料となりましたアンケート調査委託２

２２万９０００円が主なものでございます。 

 次に、介護保険料賦課徴収経費の７９０万７

０００円は、６５歳以上の第１号被保険者３万

７８９９名への保険料の賦課徴収に関する経費

でございまして、年２回発行します保険料納付

書などの印刷費１６０万５０００円及び郵便料

５５７万３０００円などが主なものでございま

す。 

 財源といたしましては、一般会計繰入金のほ

か、事業収入欄の４７万５０００円、いわゆる

督促手数料を充てております。 

 次に、介護認定審査事業の２２７９万６００

０円は、八代市介護保険認定審査会委員９４名

の報酬が主なものでございます。昨年度の認定

審査会は、年間延べ２８１回開催し、９５６０

件の審査を行っております。 

 次の介護認定調査事業は、被保険者で要介護

認定の申請をされた方に対し、訪問調査を行う

ほか、主治医意見書作成依頼、審査会資料作

成、認定結果通知などの事務を行うための経費

９００６万２０００円を支出しております。 

 財源内訳の事業収入は、雑入の臨時・嘱託職

員雇用保険料の本市立てかえ分２３万円及び他

市町村からの要介護認定訪問調査受託金２万９

０００円でございます。 
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 次に、保険給付関係費でございます。介護サ

ービス給付費から次のページの下の、下から３

行目の特定入所者介護予防サービス費までが保

険給付費関係になります。 

 財源内訳につきましては、国庫支出金が２５

％、ただし、施設系につきましては２０％、県

支出金が１２.５％、ただし、施設系のサービ

スにつきましては１７.５％、それから、本市

の一般会計から１２.５％、４０歳から６４歳

以下の、いわゆる２号被保険者の保険料に当た

ります社会保険診療報酬支払基金からの交付金

が３０％、第１号被保険者保険料が２０％とお

おむねこのような財源構成になっております。 

 保険給付費事業の内容について御説明いたし

ます。 

 まず、介護サービス給付費といたしまして１

０２億１０６７万８０００円を支出しておりま

す。これは、要介護の１から５までの認定を受

けた方の給付費でございまして、このうち居宅

サービス費、いわゆる訪問介護サービス費とか

通所介護サービスなどに要する給付費でござい

ますけれども、これが４４億８４１３万７００

０円、延べ人数にいたしますと、年間５万３０

９８人分。 

 それから、施設サービス費、これにつきまし

ては、特別養護老人ホームとか老人保健施設、

介護療養型施設入所に係る給付費でございます

けれども、これにつきまして４０億８５５４万

５０００円、延べ人数にいたしますと、年間１

万５７７５人分。 

 それから、居宅介護のケアプラン作成に対す

る給付費であります居宅介護サービス計画給付

費といたしまして４億９６５７万２０００円、

年間の延べ人数でございますけれども、３万７

２３８人分ということになっております。 

 それから、地域密着型サービス給付費、これ

は市町村が保険指定したサービス利用に係る給

付費でございますけれども、これにつきまして

は１１億４４４２万４０００円、延べ人数、年

間５９５７名分となっております。 

 次の１０２ページをお開きいただきたいと思

います。 

 介護予防サービス給付費といたしまして７億

５２６０万２０００円を支出しております。こ

れは、要支援１、２、いわゆる軽度認定を受け

られた方の給付費でございまして、介護予防サ

ービス給付費といたしまして６億５８３６万２

０００円、延べ人数にいたしますと、年間２万

７７８人分。 

 それから、介護予防のケアプラン作成に対す

る給付費であります介護予防サービス計画給付

費につきましては７８２２万６０００円、年間

延べ利用件数１万８６０５名分でございます。 

 それから、介護予防地域密着型サービス給付

費といたしまして１６０１万４０００円、延べ

人数といたしまして、年間２７４名分となって

おります。 

 次に、高額介護サービス給付費の２億１１９

６万６０００円は、居宅介護サービスまたは施

設サービスに係る利用者負担限度額が限度額を

超えた場合に、超えた分を利用者に払い戻すた

めの費用でございます。 

 続きまして高額介護予防サービス費１８万５

０００円についても、同様に介護予防サービス

に係る利用者の自己負担額が限度額を超えた場

合の払い戻しでございます。 

 続きまして高額医療合算介護サービス費２３

７３万７０００円は、同じ医療保険に加入して

いる世帯で、１年間の医療保険と介護保険の両

方のサービスに係る自己負担額が限度額を超え

た場合に払い戻す費用でございます。 

 続きまして高額医療合算介護予防サービス費

１０万５０００円につきましても同様でござい

ます。 

 次に、審査支払手数料の１５１５万円は、介

護報酬の請求に係る審査及び支払いを行います
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国民健康保険団体連合会に対する延べ１７万８

２４０件分の手数料でございます。 

 次に、特定入所者介護サービス費の４億５９

０２万７０００円は、要介護認定を受けた方が

介護保険３施設を利用された場合、食費と居住

費は原則全額自己負担となりますが、低所得者

については負担額の上限を設け、上限を超えた

分を介護保険から介護給付対象者に給付を行う

もので、食費分が延べ１万３９６２件、居住費

分、いわゆるホテルコスト分でございますけれ

ども、延べ５１３８件分を支給しております。 

 次の特定入所者介護予防サービス費４９万１

０００円についても同様に要支援、いわゆる軽

度認定を受けた方が対象となっておる費用でご

ざいます。 

 次のいきいきサロン事業委託から地域支援事

業費関係になります。 

 地域支援事業は３つで構成されておりまし

て、まず１点目、高齢者が要介護、要支援状態

となることの予防を目的とした介護予防。 

 ２点目、要介護、要支援状態にならないよう

に支援し、地域高齢者やその家族の相談を受け

るとか、多職種相互が連携し、高齢者の状態変

化に応じ支援したり、地域の介護支援専門員の

日常業務円滑実施を支援するための事業といた

しまして包括的支援事業というのがございま

す。 

 最後に３点目につきましては、地域の高齢者

が住みなれた地域で安心した生活が継続できる

よう、高齢者や要介護認定者を自宅等で介護し

ている家族等を支援する等を目的とした任意事

業の、この３つで構成されております。 

 介護予防事業におきましては、介護保険給付

と同様に国が２５％、県が１２.５％、本市の

一般会計から１２.５％、２号被保険者の保険

料に当たります社会保険診療報酬支払基金から

の交付金が３０％、１号被保険者の保険料２０

％、また、包括的支援事業及び任意事業の財源

構成といたしましては、国から４０％、県から

２０％、本市から２０％、１号被保険者の２０

％の財源構成になっております。 

 まず、地域支援事業の介護予防事業でござい

ます。 

 いきいきサロン事業委託では１４０７万８０

００円を支出しております。いきいきサロン

は、各地域の高齢者を対象に、健康づくり、仲

間づくり、生きがいづくりなどを目的に、市内

２００カ所以上で実施しておりまして、八代市

社会福祉協議会に委託しております。 

 次のふれあい高齢者訪問奉仕事業１２７万７

０００円は、市の老人クラブ連合会が主催する

シルバーヘルパー講習会の修了者がひとり暮ら

しや寝たきりの高齢者宅を訪問し、相談相手や

日常生活の支援を行うシルバーヘルパー活動を

支援する経費でございます。２３年度末現在の

シルバーヘルパー登録者数は８４８名となって

おります。 

 続きまして１０３ページをお開きいただきた

いと思います。 

 高齢者筋力アップ体操普及事業５９１万５０

００円は、高齢者の転倒や閉じこもり予防を目

的としたやつしろ元気体操教室などの開催経費

でございます。昨年度の実績は、延べ５６３回

開催し、参加人数延べ人数７３４５人の参加者

がございました。 

 次に、社会参加事業委託の２７０万円は、趣

味講座や文化伝承事業について、市の老人クラ

ブ連合会に委託し実施しております事業で、高

齢者のみずからの生きがいを見出すとともに、

趣味講座で習得したことを地域に還元し、地域

との交流を図ることを目的に実施いたしており

ます。趣味講座につきましては年間延べ５００

回、文化伝承事業については年に延べ４０回開

催しております。 

 次の地域包括支援センター業務委託が、地域

支援事業の包括的支援事業となります。１億１
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７１万９０００円を支出しております。市内６

カ所に設置しております地域包括支援センター

の業務委託経費でございます。 

 地域包括支援センターは、高齢者の総合相

談、権利擁護、要支援の認定者及び介護予防が

必要な高齢者のケアプラン作成、地域のケアマ

ネジャーの相談、支援などが主な業務となって

おります。 

 続きまして家族介護用品支給事業から任意事

業となります。 

 家族介護用品支給事業では５９６万円を支出

しております。在宅で要介護度３から５の認定

を受けた方を介護している市町村民税非課税の

介護者を対象に紙おむつや尿取りパッドなどの

介護用品の支給を行うもので、１１３名に支給

を行っております。 

 次の食の自立支援事業委託６１３万７０００

円は、食事の準備や調理等が困難な高齢者を対

象に栄養のバランスのとれた食事を提供すると

ともに利用者の安否確認を行う、いわゆる配食

サービスでございまして、配送コスト分を負担

するものでございます。昨年度の延べ配食数は

１万８６９６食、月平均利用者数は２０３名と

なっております。 

 次のあんしん相談業務委託の１９２万円は、

地域住民の利便性を考慮し、山間部の坂本町と

泉町の２カ所にあんしん相談センターを設置し

ており、そのための業務委託料でございます。

業務内容といたしましては、高齢者の各種相談

業務を行い、地域包括支援センターへつなぐた

めの窓口としての役割を担っております。 

 続きまして安心相談確保事業委託の１１５７

万３０００円は、６５歳以上のひとり暮らしの

高齢者を対象に緊急通報装置を設置し、急病や

災害等の緊急時に迅速かつ適切に対応するとと

もに定期的に安否確認を行うことで安心した在

宅生活を支援することを目的としております。

実績といたしまして、昨年度の利用者数は４８

３名となっております。 

 次に、基金積立金でございます。 

 基金積立金の１３７万２０００円は、介護保

険料の一時的な不足を補うための介護給付費準

備基金の定期預金利子８４万６０００円と介護

従事者処遇改善臨時特例基金の定期預金利子５

２万６０００円を積み立てたものでございま

す。 

 介護従事者処遇改善臨時特例基金は、平成２

１年度に介護従事者の処遇改善を目的とした介

護報酬改定が行われた際に、平成２１年度から

２３年度の第４期の介護保険料の急激な上昇を

抑制するため、平成２０年度末に創設した基金

でございまして、平成２３年度末で基金を解散

しております。平成２３年度末の両基金の残高

は、いずれもゼロとなっております。 

 以上が介護保険特別会計の歳出の主な内容で

ございます。 

 次に、歳入について御説明いたします。特別

会計歳入歳出決算書に基づき御説明いたしま

す。 

 ６４、６５ページをお開きください。 

 収入済額で申し上げます。 

 款１・保険料でございますが、目１・第１号

被保険者保険料で収入済額が１７億９４３５万

８０００円でございます。 

 節１・現年度分特別徴収保険料といたしまし

て１６億５８６８万４０００円を徴収いたして

おります。これは、６５歳以上の第１号被保険

者が年金天引きにより納付する保険料でござい

ます。 

 節２・現年度分普通徴収保険料では１億２８

２６万３０００円を徴収し、その徴収率は８

３.８％となっております。 

 また、平成２３年度特別徴収、普通徴収合わ

せた収納率は９８.６％で、昨年度と同じ収納

率となっております。 

 節３は滞納繰越分保険料で、７４１万円を徴
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収いたしております。 

 また、時効によります不納欠損処分を２１６

２万５０００円いたしております。 

 款２・使用料及び手数料で、滞納に対する督

促手数料といたしまして４７万４０００円を徴

収いたしております。 

 款３・支払基金交付金では、目１の介護給付

費交付金といたしまして３４億７７２７万７０

００円、また、目２の地域支援事業支援交付金

といたしましては、介護予防事業費の３０％

分、９２０万７０００円を徴収したところでご

ざいます。 

 款４・国庫支出金、項１の国庫負担金の介護

給付費負担金では２１億４７４７万１０００円

でございます。国庫負担金の割合は、施設介護

給付費の１５％と居宅などその他の介護給付費

の２０％となっております。 

 項２・国庫補助金では９億７６６４万８００

０円を収入いたしております。 

 目１の調整交付金で９億１５５０万５０００

円、これは市町村格差による介護保険財政の不

均衡を是正するための交付金でございます。 

 目２・地域支援事業交付金は、介護予防事業

費といたしまして事業費の２５％分の７６２万

円を収入いたしております。 

 ６６、６７ページをお願いいたします。 

 目３・地域支援事業交付金の包括的支援事

業、任意事業分といたしまして、事業費の４０

％分の５３４４万４０００円を収入いたしてお

ります。 

 次に、款５・県支出金、項１・県負担金、目

１・介護給付費負担金では１６億５７３３万２

０００円を徴収いたしまして、これは、給付費

に対する県の負担割合は、施設介護給付費の１

７.５％と居宅などその他の介護給付費の１２.

５％となっております。 

 項２・県補助金では、目１の地域支援事業交

付金の介護予防事業として、事業費の１２.５

％分の３８１万円を収入いたしております。 

 目２の地域支援事業交付金の包括的支援事

業、任意事業分といたしまして、事業費の２０

％分の２６７２万２０００円を収入いたしてお

ります。 

 款６・財産収入の１０７万円は、歳出で御説

明しました介護給付費準備基金と介護従事者処

遇改善臨時特例基金の定期預金利子でございま

す。 

 款７・繰入金で１９億６２８５万９０００円

を収入いたしております。 

 目１の一般会計からの繰入金でございます

が、節１・介護給付費の繰入金といたしまして

１４億５８９８万６０００円、これは介護給付

費に対します本市の負担割合１２.５％分でご

ざいます。 

 節２・地域支援事業繰入金は、介護予防事業

分といたしまして負担割合は同じく１２.５％

でございまして、３３８万円を収入しておりま

す。 

 次に、６８、６９ページをお開きいただきま

して、節３・地域支援事業繰入金は、包括的支

援事業及び任意事業分といたしまして、本市の

負担割合の２０％相当分２６１７万８０００円

を繰り入れております。 

 次に、節４のその他一般会計繰入金３億２８

６９万５０００円は、介護保険特別会計の人件

費分２億３３８万５０００円や事務費分の１億

２５３１万円でございまして、これら一般会計

の繰入金は全てルール分でございます。 

 項２・基金繰入金１億４５６１万８０００円

は、介護保険の給付財源等の不足分のうち、介

護給付費準備基金より平成２３年度末残高全て

の１億１３５７万４０００円を、また、介護従

事者処遇改善臨時特例基金より３２０４万４０

００円をそれぞれ繰り入れております。 

 なお、両基金の平成２３年度末現在高は、財

産に関する調書では介護給付費準備基金が１億
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１３５７万４０００円とありますが、基金債務

も同額であるため、実質ゼロ円、介護従事者処

遇改善臨時特例基金の残高もゼロ円となってお

ります。 

 次の款８の繰越金は、平成２２年度からの繰

越金４１１４万４０００円でございます。 

 続きまして第９款・諸収入のうち、項３・雑

入、目１・第三者納付金で２０１万６０００円

を収入いたしております。これは、交通事故に

おける加害者からの損害賠償金で、本来、交通

事故の場合、加害者が被害者に対して直接賠償

するべきもので、医療と同様、保険は使えませ

んが、加害者の申請により被害者の介護費用を

保険適用することで賠償額の適正化を図るもの

でございます。 

 目３・雑入の５５万円は、臨時・嘱託職員雇

用保険料の本市立てかえ分２３万円、認定情報

提供料１０万５０００円、要介護認定訪問調査

受託金２万８０００円でございます。 

 次に、７０ページ、７１ページをお開きいた

だきまして、介護保険共同処理負担金３万８０

００円、介護報酬返還金２万１０００円及び加

算金８０００円などが主なものでございます。 

 なお、６９ページに収入未済額が１８８５万

９０００円ありますが、これは、宇城市と八代

市内にあります介護保険事業者が厚労省令の運

営基準に基づかない事業を行い、介護報酬を不

正に受領したため、加算を含めた市への返還金

でありまして、その残額でございます。 

 この残額につきましては、八代市内の事業者

につきましては、月々の返済計画を提出させて

おり、分割で返済を受けることになっておりま

すけれども、宇城市の事業者につきましては、

いわゆる県が行いました指定取り消し処分を不

服として、今、民事の訴訟を行っておりまし

て、現在、関係市町村と協議をいたしまして、

この返還金をどういうふうに扱うかということ

で今事務を進めている最中でございます。 

 次の第１０款・市債、項１・財政安定化基金

貸付金１億３０００万円は、平成２３年度の介

護事業費に対し、介護給付費準備基金を取り崩

しても、なお財源が不足したため、熊本県の財

政安定化基金から借り入れを行ったものでござ

います。この借入金につきましては、平成２４

年度から２６年度の３年間で返済していくこと

になります。 

 以上で議案第１０２号・平成２３年度八代市

介護保険特別会計歳入歳出決算につきまして説

明を終わらせていただきます。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） はい、お疲れさんで

ございました。 

 ただいまの説明について質疑を行います。質

疑、ありませんか。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。調書の１０１ペ

ージの一番下のほうですが、介護サービス給付

費でですね、居宅介護と施設介護があるんです

が、人数がですね、居宅の場合と施設を比べま

すと、居宅は約３倍以上ですか。要するに、施

設は３分の１以下ということですが、サービス

給付費についてはほとんど変わらないと。４４

億と４０億ということになりましてですね。こ

のサービスの差といいますか、中身の差といい

ますか、どういうものか、ちょっと教えていた

だきたいと思います。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、國岡長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。確認で

ございますが、サービスの内容で、居宅介護サ

ービスと施設介護サービスございますけれど

も、（委員田中茂君「はい」と呼ぶ）居宅介護

サービスの中身。 

○委員（田中 茂君） ええ。余りにもです
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ね、これを比べますと、言いましたように、施

設サービスは居宅に比べて３分の１ぐらいであ

ると。（長寿支援課長國岡雄幸君「はい」と呼

ぶ）それが、金額は余り変わらぬじゃないかと

いうことですから、どういう点がどれだけ違っ

て――、例えばですよ、施設のほうが３倍ぐら

い金がかかっているのか、そこいらを教えてい

ただきたい。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、國岡長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。介護保

険のサービスの形態につきましては、今、委員

さん御指摘のとおり、居宅介護サービスと大き

く施設介護サービス、それと地域密着型のサー

ビスというのがあります。 

 で、施設介護サービスというのはですね、介

護保険法に定められた施設でございまして、い

わゆる、わかりやすく言えば、特別養護老人ホ

ーム、それと中間施設でございます機能訓練を

目的とした老人保健施設、それと病状が安定し

ているけれども、やっぱり治療の必要があると

いう施設、いわゆる介護療養型の施設、いわゆ

る医療系の施設がございます。 

 こちらを利用されて、入所されている方につ

きましては、いわゆる要介護認定１以上の方が

入所をされておりますけれども、この方につき

ましてはですね、包括的なサービスが受けられ

て、大体、要介護ごとにですね、月額の幾らと

いうのが決まっております。３０万円から４０

万円の間ぐらい、月額の、かかりまして、居宅

サービスに比べたらですね、やっぱり給付費が

多いということでございます。 

 それと、今の施設介護につきましては、その

施設に入られて２４時間の包括的なサービスが

受けられるところとございます。 

 あわせまして、居宅介護サービスにつきまし

てはですね、いわゆる、例えばデイサービスと

か、ヘルパーの派遣、訪問介護事業とか、いわ

ゆる訪問看護、要は看護師さんの派遣ですね、

いうことで、２４時間対応じゃなくて、決めら

れたですね、ケアマネジャーがつくりましたケ

アプランに基づきましてですね、定期的に訪問

をしたり、デイサービスにつきましてはです

ね、通っていただきたいということで、そうい

うサービスにつきましてはですね、報酬単価と

いうのがありまして、実績に応じて報酬が支払

われるということでございます。 

 だから、居宅介護サービスにつきましてはで

すね、実績に応じて報酬が支払われますけれど

も、施設につきましてはですね、包括的なサー

ビスということで２４時間対応ということで月

額幾らということで決められておりまして、施

設のほうにつきましてはですね、必ず３０万か

ら４０万の間でですね、１人当たりの介護費用

が生じるということになっております。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。ただいま説明が

ありましたように、包括支援ということであっ

て、月額３０万、４０万かかるんだということ

なんですが、市に対する申請といいますか、そ

れと認定のあり方ですね、そこいらをちょっと

教えていただきたい。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、國岡長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。介護保

険を利用される方につきましては、必ず本市の

ほうにですね、介護保険の認定の申請をしてい

ただきます。窓口は長寿支援課にございます。 

 で、認定の申請をしていただければ、うちの

ほうから御本人さんのお宅にですね、訪問調査

員が調査をいたします。で、調査の項目は７０

何ぼかな。（｢７４」と呼ぶ者あり）７４項目

ございまして、その聞き取り調査を行います。 
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 その聞き取り調査を行った資料と主治医ので

すね、先生の主治医意見書、これ２つを基づき

ましてですね、認定審査会の審査資料といたし

まして作成いたしまして、認定審査会のほうに

お諮りをすると。 

 その認定審査会のほうでですね、書面審査

で、いわゆるこの方の状態像に応じた要介護認

定が決定されると。もちろん最終的にはです

ね、市長の決定ということになりますけれど

も、その決定いただいた要介護に基づきまし

て、施設の場合は、資格といたしましては要介

護以上、重たい方が施設に入れる資格を持って

おられます。 

 ただ、現状といたしましてはですね、かなり

重度化をしておりまして、優先順位というのが

ございまして、通常、今施設に行っておられる

方につきましては、要介護４以上、重たい方が

大体入っておられるという状態でございます。 

 それと、居宅介護サービスにつきましてはで

すね、軽度認定者からサービスが利用できまし

て、いわゆる自宅におられる方でですね、自宅

でいわゆる自立支援をするためのサービスとい

うことで、先ほど御案内いたしましたように、

ヘルパーさんの派遣とか訪問看護師さんの派遣

とか、それと逆のパターンで、通いを中心にし

たデイサービスとかデイケアとか、そういうサ

ービスを使えるようになります。 

 まずは申請をしていただいて、要介護認定を

受けていただいて、ケアマネジャーがですね、

支援してケアプランをつくって、居宅介護サー

ビスの場合につきましては、そのケアプランに

基づいてサービスを受けられると、こういう概

略のサービスの内容でございます。 

○委員（田中 茂君） はい、わかりました。 

○委員長（中村和美君） はい、ほか、ありま

せんか。 

○委員（友枝和明君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） 今、田中委員の関連な

んですが、申請して認定まで、期間というのは

どれくらいかかります。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、國岡長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。制度上

はおおむね３０日以内。申請をして認定がおり

てくるのが、行政の責任で３０日以内で認定を

おろさなきゃいけないということになっており

ます。 

○委員（友枝和明君） わかりました。 

○委員長（中村和美君） はい、ほか、ありま

せんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。先ほどの説明の

中で、１０２から１０３ページですけど、いき

いきサロン事業から地域包括支援、これらの介

護予防とか包括的サービスというふうに総称し

ていいんじゃないかというふうに思いますけ

ど。これの事業に対する参加者の方々のです

ね、評価とか、そのほか、皆さん方が──、そ

れに対しての効果というものはどういうふうに

出ていますか。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、國岡長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。１０２

ページの今、委員さん御指摘のいきいきサロン

事業からのお話だと思いますけれども、いわゆ

る本市につきましてはですね、いわゆる介護予

防の事業ということで、この事業は位置づけを

しております。 

 介護予防のですね、状態像に応じまして、元

気な高齢者まで間口を広げた予防事業というの

がございます。それがいきいきサロン事業と

か、いわゆる高齢者筋力アップ体操普及事業、
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やつしろ元気体操教室という名前で事業を行っ

ておりますけれども、いきいきサロン事業委託

につきましてはですね、いわゆる、先ほど御説

明いたしましたように、社協に委託をいたしま

して、市内２００カ所以上、現状じゃ２１２カ

所が直近の数字でございますけれども、大体、

原則、月１回ですね、自治公民館を活動拠点と

して地元の人をですね、地元の高齢者のほうに

御利用いただきましてですね、介護予防に努め

ていただけるという内容でございます。これに

つきましては、年間の延べ人数の参加者という

のが４万８０００人ぐらい参加をしておられま

す。 

 いわゆる閉じこもり防止とか、例えば、何と

いうかな、顔を合わせてですね、いわゆる話し

合いの方を求めるとか、そういうことではです

ね、貢献をしておりまして、楽しんでこの事業

に参加されるということでございまして、アン

ケート調査とかは、今のところはとったことは

ありませんけれども、かなり２００カ所以上と

いうことでですね、全国でもですね、これはで

すね、八代市というのはですね、多い、サロン

事業ということでございます。 

 これは、当然、今先ほど言いましたように、

元気な高齢者から間口を広げておりますけれど

も、全ての高齢者がですね、参加できる事業と

いうことです。大体、自治公民館で開催される

事業でございます。 

 それと、高齢者筋力アップ体操普及事業とい

いますのは、いわゆる運動機能機能向上です

ね。運動することによってですね、手足の改

善、現状を維持するということで、これは市内

にですね、１８カ所でですね、今展開をしてお

りまして、これにつきましてはですね、参加さ

れたときのですね、いわゆる状態像の中身と、

今度、体操普及教室事業を卒業されるときので

すね、体力テストを行っております。 

 で、その中身を検証しますとですね、ほとん

どの方がですね、機能向上の改善に寄与されて

いるということで、参加された方につきまして

はですね、次の機会もですね、また参加される

ということで。これにつきましては、まだ数を

ふやしてくれということでございまして、２４

年度からですね、今、直営方式でやっておった

のを地域包括支援センターにですね、委託をし

て活動拠点場所をふやすということで今、事業

を進めております。 

 このいきいきサロン事業と高齢者筋力アップ

体操普及事業につきましてはですね、元気な高

齢者まで間口を広げてですね、元気なうちから

ですね、介護予防に努めたいということで、本

市のほうがですね、重点的に行っている事業と

いうことでございます。 

○委員長（中村和美君） はい、ほか、ありま

せんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。大変よくわかり

ました。効果はあるということで。 

 で、よその、別の、何というんですかね、公

民館の方々もですね、うちもこういった事業を

したいというふうな話も聞いております。 

 で、人間ですから、結局いずれは亡くならな

ければいけないと。それが、健康で楽しく安心

できる老後を暮らしたいというのは、自分もそ

うですけども、そういった老後にしていただき

たいというのが私たちの願いですので、ぜひと

もこの、それぞれの老人の皆さんの老後がその

ような楽しい老後、健康な老後になるように、

これからも努力をよろしくお願いしたいと思い

ます。 

○委員長（中村和美君） はい、ほか、ありま

せんか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。先ほどの、戻
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るんですが、介護サービスの給付のところなん

ですが、今回の介護保険改定の中身からいって

も、今後、施設、――これまではどちらかとい

うと施設整備に、ずっと整備を続けてきて、一

つはこれが介護保険のですね、財政を非常に圧

迫してきたというか、保険料の上昇につながっ

てきたということもあって、今後という意味で

は、居宅、つまり在宅での介護の方向性に国も

かじを切ったというふうに認識をしています。 

 で、そうすると、結局２４時間の、居宅での

２４時間介護をできるようなところの施設あた

りが、今後この事業に参入してくるという。つ

まり、八代市においても、一定の施設整備が終

わって、次、新しい、そういったふうな在宅介

護のほうへのサービスに移行していくというふ

うに思うんですが、本当にそういったふうに動

いていったときに、介護保険のですね、抑制み

たいなものにつながっていくのかどうかといっ

たところを少しお尋ねをしたいんですが。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、國岡長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。介護保

険の理念というのがですね、いわゆる在宅、自

宅におりながらですね、末永く生まれ育ったと

ころで暮らすための支援でございます。 

 ただ、特殊な事情が、やむを得ない事情がご

ざいまして、どうしても自宅で暮らせない方が

いらっしゃいます。そういう方は例外的に、先

ほど申しましたような施設での介護サービスの

利用ということでございます。 

 で、国がですね、今、従来型のサービスから

ですね、いわゆる市町村に指定権限があります

地域密着型サービス、いわゆる小規模型のです

ね、サービスの整備のほうにかじを切っており

ます。 

 で、本市の第５期の介護保険事業計画におき

ましてもですね、地域密着型の整備を進めたい

ということで、２４年度につきましては、いわ

ゆる小規模の特別養護老人ホームを２カ所と、

認知症の方が共同生活できるグループホームを

３カ所整備をいたします。 

 あわせましてですね、いわゆる先ほどの委員

御指摘のとおり、在宅で暮らせるための支援と

いうことでですね、来年度はですね、２４時間

対応のですね、定期随時の訪問介護・訪問看護

サービスの整備を計画しております。これは、

ちょっと地域密着型のサービスでございまし

て、今ある限定のところでしか整備はできませ

んけれども、今後はですね、そういった在宅で

生活できて、夜でもですね、困らないようなサ

ービスの整備というのをですね、徐々に本市で

も広げていきたいと。 

 それと、介護給付、介護財政の圧迫といいま

すか、これは、いわゆる介護給付費というのは

年々伸びています。原則、いわゆる高齢者人口

が伸びて、いわゆる団塊の世代の方が後期高齢

者になられる２０２５年までがピークというこ

とで、それまではですね、やっぱ右肩上がりで

すね、給付っちゅうのはふえていきます。 

 ただ、そのふえ方につきましてもですね、行

政責任でですね、例えば介護予防を手厚く実施

する、それと給付の中身のチェック、本当に適

正にサービスが利用されているのかどうかと、

この２本柱ですね。この２本柱をしっかり行政

のほうでですね、やっていくと。 

 そういうことによってですね、安心してです

ね、介護保険が運営できて、皆様から信頼され

るということになろうかと思います。 

 今言いましたようにですね、やはり予防の充

実といわゆる適正な給付の見きわめ、これによ

ってですね、いわゆる本当に必要な方に対する

利用につながるということで、今後はそういう

ことをですね、軸にして介護保険事業の運営に

努めていきたいというふうに考えております。 

○委員（幸村香代子君） はい。 
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○委員長（中村和美君） はい、ほか、ありま

せんか。（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員（矢本善彦君） １つ。 

○委員長（中村和美君） ちょっと早目に、じ

ゃあ。 

○委員（矢本善彦君） はい、済みません。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） はい。介護保険料の収

入状況で、約５０００万ほど未済額があります

よね。それで不納欠損が２１００万。これは、

たしか２年が時効だと思いますけども、これ何

人ぐらいおられるんですかね。不納欠損。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、國岡長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。２３年

度の実績でございますけれども、いわゆる不納

欠損額といたしまして、今、委員が申されまし

たとおり、２１６２万５０００円ほど不納欠損

しております。 

 不納欠損の人数は、対象者が１１４４名いら

っしゃいます。 

 その中で、この不納欠損処分した理由につき

ましてはですね、生活困窮等による対象者がそ

のうち１０３６名ということでございます。そ

れと、死亡による不納欠損処分が１０６名と。

それと、うちでは調査したけれどもですね、実

際八代市にいらっしゃらない方が２人ほどいら

っしゃいまして、合計の１１４４名分、期別の

件数にいたしますと５７１７件でございますけ

れども、この分をですね、制度に基づきまして

ですね、不納欠損処分したという経緯がござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） 不納欠損の場合です

ね、財産を差し押さえたとか、そういうことは

できないんですかね。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、國岡長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。この介

護保険料は、あれは徴収金扱いということで、

いわゆる税に準じた差し押さえ処分もできま

す。 

 ただ、先ほど申しましたようにですね、生活

困窮者の方がほとんどでございまして、６５歳

以上の年金から通常はいただくんですけれど

も、こういう方たちはですね、例えば、無年金

者だったり、少額年金いわゆる年額にいたしま

すとですね、１８万未満の方ということで、そ

ういう方々に対してですね、理論上はできます

けれども、そこまでの実施は行っていないとい

う現状でございます。 

○委員（矢本善彦君） 済みません。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） 確かにですね、厳しい

財政状況ではありますけども、職員の方もです

ね、頑張って夜間徴収されますので、頑張って

いただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい。よろしいでし

ょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、午前中の

審査を終了し……、あ、そうか、そうか。御無

礼しました。 

 以上で議案第１０２号・平成２３年度八代市

介護保険特別会計決算についての質疑を終わり

ます。 

 午前中の審査を終了し、しばらく休憩いたし

ます。午後１時より再開します。 
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（午後０時０９分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時０１分 開議） 

○委員長（中村和美君） それでは、休憩前に

引き続き会議を開きます。 

 １０月３日の委員会で、松永委員より資料請

求がありました平成２３年度の随意契約に関す

る資料をお手元に配付しておりますので、御一

読ください。 

                              

◎議案第１０３号・平成２３年度八代市公共下

水道事業特別会計決算 

○委員長（中村和美君） それでは、議案第１

０３号・平成２３年度八代市公共下水道事業特

別会計決算について、歳入歳出、一括して説明

を求めます。 

○建設部長（船藏満彦君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、船藏建設部

長。 

○建設部長（船藏満彦君） はい。皆さん、こ

んにちは。（｢こんにちは｣と呼ぶ者あり）建設

部長の船藏でございます。座って説明させてい

ただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○建設部長（船藏満彦君） ２３年度の決算に

当たりまして、公共下水道事業ということでご

ざいますが、その後に農業集落排水処理施設事

業、浄化槽市町村整備推進事業がございますの

で、３特会合わせまして総括を述べさせていた

だきたいと思いますが、よろしゅうございます

でしょうか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○建設部長（船藏満彦君） はい。平成２３年

度決算審査に当たりまして、建設部所管分の特

別会計、公共下水道事業、農業集落排水処理施

設事業、浄化槽市町村整備推進事業の総括を述

べさせていただきます。 

 特別会計のこの３事業におきましては、衛生

的で快適な暮らしを確保し、川や海の水質を保

全していくため、引き続き面的整備と処理場の

老朽化した施設の改築、並びに水洗化の普及促

進や経営の安定化、効率化を図っておりまし

て、まず公共下水道事業の八代処理区では、雨

水整備におきまして、浸水防除のため、引き続

き野上ポンプ場の機械電気設備と田中町地区の

面的整備を行っております。 

 また、汚水整備につきましては、面的整備は

もとより、特に２３年度におきましては、水処

理センター沈砂池の耐震補強と沈砂池設備の改

築更新、並びに松崎中継ポンプ場の主ポンプ増

設を行っております。 

 また、千丁処理区、鏡処理区におきまして

は、引き続き汚水の面的整備を行っておりまし

て、平成２３年度末の普及率は、八代処理区で

４２.９％、千丁処理区で７７.５％、鏡処理区

で４６.７％でございます。 

 続きまして、東陽町、泉町の農業集落排水処

理施設事業では、普及率におきましては１００

％でございますので、さらなる水洗化の普及促

進に努めているところでございます。また浄化

槽市町村整備推進事業では、平成２３年度末の

整備率が５９.３％でございます。 

 平成２３年度決算におきましては、３特会と

も、まだまだ一般会計からの繰入金に頼らざる

を得ない状況ではございますが、使用料の改定

によりまして、対前年度より９５１９万５００

０円の縮減に努めたところでございます。今後

とも、さらなる経営の安定化と効率化に努めて

まいりたいと考えております。 

 以上、平成２３年度決算におきます建設部所

管分の特別会計の総括とさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては、松本下水道総務

課長及び湯野下水道建設課長より説明させます

のでよろしくお願いいたします。以上でござい

ます。 

○委員長（中村和美君） はい、ありがとうご
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ざいました。 

○下水道総務課長（松本貞喜君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） 松本下水道総務課

長。 

○下水道総務課長（松本貞喜君） 皆さん、こ

んにちは。（｢こんにちは｣と呼ぶ者あり）下水

道総務課長の松本です。隣が下水道建設課長の

湯野です。 

○下水道建設課長（湯野 孝君） こんにち

は。（｢こんにちは｣と呼ぶ者あり）下水道建設

課長の湯野です。よろしくお願いします。

（｢よろしくお願いします｣と呼ぶ者あり） 

○下水道総務課長（松本貞喜君） 座りまして

からの説明でよろしゅうございますか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○下水道総務課長（松本貞喜君） それでは、

平成２３年度八代市特別会計歳入歳出決算書の

８３ページをお願いします。 

 議案第１０３号・平成２３年度八代市公共下

水道事業特別会計歳入歳出決算につきまして御

説明いたします。 

 なお、歳入につきましては決算書、歳出につ

きましては主要な施策の成果に関する調書――

以下、主要施策と申したいと思います――に基

づき、また決算額につきましては、１０００円

未満を切り捨てて御説明させていただきます。 

 最初に、八代市公共下水道事業特別会計の決

算書の最終ページになります１０８ページをお

願いします。 

 歳入総額４７億９３０７万５０００円に対し

まして、歳出総額は４７億９２８３万７０００

円、歳入歳出差引額及び翌年度に繰り越すべき

財源が２３万８０００円、実質収支はゼロ円で

ございます。 

 続きまして、歳入の決算状況について、事項

別に概要とあわせて御説明いたします。 

 決算書の９２ページをお願いします。款１・

分担金及び負担金でございますが、下水道の管

渠整備に要します費用の一部を、下水道が整備

され使用可能となりました土地・建物の所有者、

いわゆる受益者に対して負担金や分担金を求め

るものでございます。 

 収入済額は７３７９万６０００円、処理区ご

との金額は備考欄に記載してありますが、新規

に供用開始となりました区域が減少したため、

前年度より１４０５万円の減収となっておりま

す。 

 なお、受益者負担金については国税徴収法、

分担金については地方税法の規定に基づき、２

４８万４０００円を不納欠損処分としておりま

す。 

 また、収入未済額は３５８５万５０００円と

なっており、現年度分の収納率は、対前年度か

ら０.４％減の９２.３％でございます。 

 次に款２・使用料及び手数料でございます。

項１・使用料、汚水処理に係ります維持管理費

と建設事業などに要しました起債の元利償還金、

いわゆる資本費に充当するために徴収している

ものでございます。 

 使用料の収入済額は８億５９９７万９０００

円であり、前年度と比較して７６２８万９００

０円、率にして９.７％の増収となっておりま

す。 

 増収理由といたしましては、水洗化人口の増

加や料金改定の実施によるものでございます。 

 なお、地方税法の規定に基づいて、７０２万

７０００円を不納欠損処分としており、収入未

済額は前年度より１３３６万６０００円増額の

９５８９万７０００円でございます。 

 昨今の経済不況の中、水洗化促進や水道料金

の徴収も厳しい状況にあり、収納率は現年度分

で０.３％減の９６.３％となっておりますが、

粘り強く使用料の徴収に努めていくことで収納

率の向上を目指してまいります。 

 次に、９４ページをお願いします。 

 款３・国庫支出金でございますが、主に汚水
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管や雨水管の管渠整備、水処理センターの改築

更新、野上ポンプ場築造工事に係る国庫補助金

でございます。 

 当初予算額６億７０００万円、前年度からの

繰越事業分１億６２３６万４０００円を合わせ

ました予算額８億３２３６万４０００円に対し

まして、収入済額は６億５２９２万１０００円

でございます。 

 また、収入未済額１億６９３１万４０００円

については、主要施策の１０５ページ、平成２

３年度繰越明許費の財源内訳に事業ごとの金額

を記載しております。 

 なお、繰り越しの主な理由につきましては、

歳出のほうで御説明いたします。 

 次に９６ページをお願いします。 

 款４・財産収入、項２・財産売払収入６２３

万３０００円についてですが、ステンレスや鉄

くずなど、水処理センター改築更新に伴い発生

しました撤去物の売り払い収入でございます。 

 次に款５・繰入金についてですが、当初予算

額１７億５３００万円、人件費補正に伴う減額

分２７９３万４０００円を合わせました予算額

１７億２５０６万６０００円に対しまして、収

入済額は１７億１４６６万５０００円で、対前

年度から９３０４万２０００円の減額となって

おります。 

 減額となりました主な理由といたしまして、

使用料改定や水洗化促進による使用料収入の増

加、さらには元金及び利子償還金の公債費が減

少したためでございます。 

 なお、繰入金には、総務省の通達により公費

負担が妥当として一般会計からの繰り出し基準

を設けている基準内繰入金と、自治体の政策的

判断で事業収入の不足分を補塡する基準外繰入

金がございます。 

 まず、基準内繰入金についてですが、下水道

事業で行います雨水処理に係る費用や資本費負

担の軽減を図ることを目的とした高資本費対策

経費などがございます。１５億２７７８万６０

００円を繰り入れており、一部については一般

会計の負担軽減を図るため、国からの交付税措

置が行われております。 

 次に、基準外繰入金についてですが、本市の

ような整備途上の場合、処理場などの施設整備

に多額の費用を要するものの施設の利用率が低

く、また、使用料収入も少ないことから、財源

不足分を一般会計からの基準外繰入金で賄って

いるのが現状でございます。 

 この基準外繰入金は１億８６８７万９０００

円となっておりますが、本市の財政状況も厳し

いことから、さらなる収益の確保や支出の抑制

に努め、今後もより一層の削減を目指してまい

ります。 

 続きまして、款７・諸収入ですが、調定額及

び収入済額は１３３１万３０００円でございま

す。項３・雑入ですが、主に国庫補助金返還に

伴います加算金に対する職員協力金１４２万９

０００円や備考欄に記載しております消費税還

付金１１４２万４０００円でございます。 

 消費税の納付額は、使用料収入に含まれます

消費税額から工事発注など支出にかかりました

消費税額を差し引いた額となり、本決算では、

支出にかかりました消費税が収入の消費税を上

回ったことから、申告により還付金として受け

入れております。 

 なお、補正予算額１４６万２０００円及び款

６の繰越金の補正予算額３２１万７０００円に

つきましては、国土交通省所管の国庫補助金返

還に係る特定財源の補正分でございます。 

 次に、款８・市債でございます。 

 目１・公共下水道事業債、当初予算額１６億

４５４０万円、前年度からの繰越事業分１億６

８９０万円を合わせました予算額１８億１４３

０万円に対しまして、調定額１６億４６４０万

円、収入済額が１４億６７５０万円でございま

す。 
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 なお、収入未済額の１億７８９０万円の内訳

につきましては、国庫支出金のところで説明し

ましたとおり、主要施策の１０５ページに記載

しております繰越明許費の繰越財源分でござい

ます。 

 また、備考欄に処理区ごとの補助事業、単独

事業別の建設事業債などの借入額を記載してお

りますが、建設事業債として雨水事業分が２億

４３９０万円、汚水事業分が５億９３６０万円

の計８億３７５０万円を借り入れており、前年

度から９４４０万円減額いたしております。 

 さらに、公債費の返済財源として借り入れを

しております資本費平準化債や特別措置分につ

いては、前年度から３５０万円減額の６億３０

００万円でございます。 

 なお、償還期間につきましては、建設事業債

が５年間の元金据え置きを含む３０年償還、資

本費平準化債が２年間の元金据え置きを含む１

０年償還、特別措置分が据え置きなしの１０年

償還となっております。 

 ここで、地方債の現在高について御説明いた

します。監査意見書の９０ページにも記載のと

おり、平成２２年度末の残高２８６億３７１５

万３０００円に対しまして、２３年度の市債、

いわゆる借入額が１４億６７５０万円、歳出の

ところで御説明いたしますが、元金償還金額が

２０億１９０３万７０００円となっております

ので、借入額と償還額の差し引き５億５１５３

万７０００円が前年度より減少しております。

よって、２３年度末の債務残高は２８０億８５

６１万６０００円でございます。 

 債務残高の削減については、本市の重要課題

であり、今後も引き続き建設費の抑制や平準化

を図り、また使用料増収などの収益の確保に努

めることで、債務残高の削減に努めてまいりた

いと考えております。 

 簡単ではございますが、以上、歳入分の説明

とさせていただきます。 

 続きまして、歳出の決算状況について御説明

いたします。決算書の１０６ページの下段をお

願いします。 

 補正予算額及び前年度からの繰越額を含みま

す予算現額５３億２６７万４０００円に対しま

して、支出済額４７億９２８３万６０００円、

翌年度への繰越額は３億４８４５万２０００円

となっております。 

 補正予算減額２３２５万５０００円につきま

しては、職員数の削減などによります人件費の

減額補正が主なものであり、前年度からの繰越

額３億３１３２万９０００円につきましては、

主要施策の１０５ページ、平成２２年度繰越明

許費の決算状況に事業ごとの内訳を記載してお

ります。 

 また、決算書１０７ページの節２２・補償、

補塡及び賠償金から節１９・負担金補助及び交

付金への流用５２２万６０００円につきまして

は、熊本県が実施しております八代北部流域下

水道事業の建設負担金分でございます。県の第

３次補正予算の施行に伴い、当初予算額に不足

が生じたためでございます。 

 なお、予算現額から支出済額及び翌年度への

繰越額を差し引きました不用額１億６１３８万

５０００円につきましては、主要施策の中で御

説明いたします。 

 それでは、主要事業について御説明いたしま

すので、主要施策の１０６ページをお願いしま

す。説明は、件名または事業名の欄を読み上げ

御説明いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 まず、使用料賦課徴収及び水洗化促進等関係

経費についてですが、決算額は２６２４万６０

００円でございます。 

 主な経費としまして、事業所など井戸水の使

用水量を把握するために設置しております量水

器の修繕料１７３万４０００円、新規購入費用

８０万３０００円、また定期交換や新規設置に
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係ります手数料１８１万２０００円でございま

す。 

 ほかに八代市シルバー人材センターに委託し

ております使用料徴収及び水洗化促進のための

訪問業務委託５１４万５０００円、量水器の検

針業務委託１５９万８０００円などがございま

す。 

 また、水洗化促進に向けた助成制度として、

水洗便所の改造に伴い融資を受ける際の利子補

給１１件分の２２万４０００円や水洗便所改造

助成金５８件分の２６９万円がございます。 

 なお、不用額の主なものとして、量水器取り

つけなどの手数料１４３万５０００円や利子補

給及び水洗便所改造に伴う助成金２３２万８０

００円がございます。 

 助成金につきましては、新築家屋の下水道接

続件数は増加したものの、当初見込みに比べ、

改造・改築に伴う接続件数が少なかったため、

不用が生じたものでございます。 

 ここで、平成２３年度末の水洗化状況を御説

明いたします。水洗化率は、下水道を御使用に

なっている人口を下水道が整備され使用可能と

なりました人口、いわゆる普及人口で割った率

でございます。 

 水洗化人口は、前年度より１１１５人増の４

万３１１５人となっており、これに対しまして

普及人口は５万６０４９人でございますので、

水洗化率は２２年度末より１.２％増の７６.９

％となっております。 

 水洗化率は年々増加しているものの、他自治

体に比べ低い水準にありますので、先ほど述べ

ました助成制度の一層のＰＲを含め、水洗化率

向上に向けた取り組みを強化していきたいと考

えております。 

 次に、雨水ポンプ場管理運営費、決算額３０

７６万３０００円について御説明いたします。

市街地の浸水防除を図るための雨水ポンプ場の

維持管理に要する経費でございます。八代処理

区には野上ポンプ場、中央ポンプ場、麦島ポン

プ場がございます。 

 主な経費として、施設の電気料１２５４万３

０００円や中央ポンプ場のポンプ用エンジン点

検整備委託１１１３万円、中央ポンプ場のさび

どめ塗装工事１４２万８０００円となっており

ます。 

 なお、不用額の主なものとして、委託料の３

５８万９０００円がございますが、中央ポンプ

場ポンプ用エンジン点検整備委託の入札残によ

るものでございます。 

 次に、八代処理区維持管理費、決算額２億５

８２８万１０００円についてですが、水処理セ

ンターや松崎中継ポンプ場など３カ所の中継ポ

ンプ場及び管渠の維持管理に要する経費でござ

います。 

 主な経費として、施設管理に必要な薬品など

の消耗品費１３９４万３０００円や施設の電気

料４２４７万４０００円、機器修理・設備修繕

料１２４１万５０００円でございます。ほかに

水処理センター及び中継ポンプ場の運転管理業

務委託１億１５４０万３０００円、汚泥の収集

運搬を含む汚泥処理業務委託３７３０万９００

０円がございます。 

 なお、委託料に１７７１万８０００円の不用

が生じておりますが、水処理センターから発生

いたします汚泥の運搬及び処理業務の単価入札

額が安くなったためでございます。 

 次に、千丁処理区維持管理費、決算額４９６

４万８０００円と１０７ページの鏡処理区維持

管理費、決算額６３４３万６０００円について

御説明いたします。 

 主な経費として、マンホールポンプ場の維持

管理に要する経費や八代北部流域下水道の維持

管理負担金でございます。 

 維持管理負担金については、鏡支所管内にあ

ります県管理の汚水処理場等での維持管理費用

を八代市と宇城市、氷川町において負担してお
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り、千丁処理区分４４６７万６０００円、鏡処

理区分６０８９万円でございます。 

 なお、維持管理費については、主に県管理の

八代北部浄化センターの維持管理負担金である

ことから、管理者の県に対しまして、維持管理

費の縮減など、より一層の努力をいただくよう

求めていきたいと考えております。 

 次に、八代処理区幹線工事及び管渠布設事業、

決算額３億６５５０万４０００円についてです

が、汚水事業として八代東部処理区を含む太田

郷校区及び古閑中町の区画整理区域を中心に施

工延長３１１８メーター、整備面積２３.８ヘ

クタールの整備を進めました。 

 主な経費として、委託料では、田中町周辺の

古閑排水区における下水道浸水対策調査解析業

務委託１１４３万円や下水道台帳作成業務委託

４６７万３０００円などがございます。 

 ほかに汚水管築造工事として２億２９９９万

８０００円、田中西町を中心とした雨水管築造

工事６５２５万６０００円、ガス管・水道管な

ど、地下埋設物移設補償２５３５万９０００円

などがございます。 

 また、１０５ページに事業ごとの繰越額を記

載しておりますが、古閑中町汚水管築造工事や

田中西町雨水函渠築造工事など２億７２４４万

９０００円を繰越明許費としております。 

 繰り越しの主な理由といたしましては、東日

本大震災等の影響により、国庫補助金の追加配

分及び交付決定が大幅におくれ、年度内での工

事竣工が困難となったためでございます。なお、

繰り越し事業につきましては、２５年１月に完

了予定となっております。 

 なお、不用額の主なものとして、設計業務な

どの委託料２１９１万８０００円や地下埋設物

の移設補償費３０３９万４０００円がございま

す。 

 補償費につきましては、当初予定しておりま

した水道管・ガス管等の移設について、実際に

掘削した段階での確認検査により移設不要とな

ったため、不用が生じたものでございます。 

 次に、八代処理区幹線工事及び管渠布設事業

繰越分、決算額１億８９１１万２０００円につ

いてですが、西片町ほか汚水管築造工事１億４

４４９万９０００円、田中西町、田中北町雨水

函渠築造工事３７６９万９０００円でございま

す。なお、繰越分については、平成２３年度中

に竣工し、２４年度より供用開始を行っており

ます。 

 次に、雨水ポンプ場施設整備事業、決算額１

億７２４４万２０００円についてですが、野上

ポンプ場の増設工事に伴います電気設備及び機

械設備工事でございます。なお、本工事は２３

年、２４年度までの２カ年の工事でございます。 

 また、雨水ポンプ場施設整備事業繰越分、決

算額１億３３０９万８０００円についてですが、

野上ポンプ場の増設に伴う建築工事分でござい

ます。本工事は、国の経済対策により、当初の

計画から前倒しして実施しており、平成２４年

１月に完了しております。 

 次に、１０８ページをお願いします。 

 中継ポンプ場施設整備事業、決算額８７３４

万４０００円でございます。八代処理区には中

央中継ポンプ場、松崎中継ポンプ場、麦島中継

ポンプ場がございます。 

 主な経費といたしましては、松崎中継ポンプ

場の主ポンプ増設に伴う機械設備及び電気設備

工事８４３１万５０００円でございます。 

 次に、水処理センター施設整備事業、決算額

３億７１７９万５０００円について御説明いた

します。本事業は当センターの施設の改築更新

事業及び耐震補強工事でございます。 

 当センターは供用開始から２５年が経過し、

老朽化した施設を計画的に更新するために、平

成１９年度から２３年度までの５カ年間の基本

協定を日本下水道事業団と締結し実施している

ものでございます。 



 

－37－ 

 主なものとして、沈砂池設備改築更新委託３

億円、沈砂池耐震補強工事委託６３３０万円で

ございます。 

 また、耐震補強工事の一部に関しては、プラ

ント工事完了後の施工になったため、年度内で

の完了が困難となり、２０００万円を繰越明許

費としておりますが、繰越工事につきましては

２４年５月に完了しております。 

 なお、委託料に４１７０万円の不用が生じて

おりますが、全体計画の見直しに伴い、水処理

センター増設詳細設計業務委託の発注時期を調

整したこと、さらには下水道事業団発注の水処

理センター沈砂池耐震補強工事委託の実施に伴

う委託契約を減額したためでございます。 

 次に、千丁処理区幹線工事及び管渠布設事業、

決算額８１６７万６０００円についてですが、

西牟田地区を中心に、施工延長１２９７メータ

ー、整備面積３.２ヘクタールの整備を進めま

した。 

 主な経費として、下水道台帳作成業務委託１

５７万５０００円、汚水管築造工事６８５８万

３０００円、水道管の移設補償費４２６万５０

００円、八代北部流域下水道建設負担金２１８

万２０００円でございます。 

 また、繰越明許費２６１７万７０００円は、

西牟田下地区管渠築造工事及びマンホール内ポ

ンプ設備工事についてであり、繰り越しの主な

理由といたしましては、先ほど八代処理区幹線

工事及び管渠布設事業において御説明いたしま

したとおり、国庫補助の追加配分及び交付決定

が大幅におくれ、工期の確保が困難となったた

めでございますが、本工事につきましては２４

年８月に完了しております。 

 なお、不用額の主なものとして、下水道事業

認可変更業務委託の入札残４４７万６０００円

や下水道管を埋設する際の水道管の移設補償１

３５８万１０００円でございます。 

 補償費につきましては、工事発注後、水道事

業者と現地確認を行い、下水道管の埋設位置を

変更するなど、水道管の移設区間を短くするこ

とで事業費の縮減を図ったためでございます。 

 次に、千丁処理区幹線工事及び管渠布設工事

繰越分は、西牟田上地区管渠築造工事９１２万

円、平成２３年７月に完了しております。 

 次に、鏡処理区幹線工事及び管渠布設工事、

決算額１億３４５０万３０００円についてです

が、内田地区の幹線工事を中心に、施工延長５

５０メーター、整備面積８.８ヘクタールの整

備を進めました。 

 主な経費として、管渠築造工事設計業務委託

１４２万８０００円や下水道台帳作成業務委託

２３３万１０００円、汚水管築造工事１億１８

６２万３０００円、八代北部流域下水道建設負

担金４４４万９０００円でございます。 

 また、先ほどの繰り越し理由と同様、鏡第９

汚水枝線管渠築造工事２９８２万６０００円を

繰越明許費としておりますが、本工事につきま

しては２４年８月に完了しております。 

 なお、不用額につきましては、下水道台帳作

成業務など、委託料の入札残１２４万１０００

円が主なものでございます。 

 最後に、１０９ページ、公債費の長期債償還

元金、決算額２０億１９０３万７０００円及び

長期債償還利子、決算額５億６０１７万９００

０円について御説明いたします。 

 元金及び利子償還金額の処理区ごとの内訳は

記載のとおりとなっており、財源内訳にありま

す地方債６億３０００万円については、歳入で

も御説明いたしました元金、利子償還金にそれ

ぞれ充当しました資本費平準化債及び特別措置

分でございます。 

 また、長期債償還利子につきましては、建設

事業債等の新規借り入れ利率が当初予定してい

た利率よりも低利な利率であったため、６４１

万５０００円の不用が生じております。 

 なお、公債費につきましては、平成１９年度
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の２７億１６００万円をピークに今後も減少し

ていく予定ではございますが、繰入金の多くが

公債費への充当となっておりますことから、下

水道事業の安定化並びに健全化のため、さらな

る削減が求められます。 

 そこで、本市の下水道事業においても地方公

営企業法の適用、いわゆる企業会計の導入を平

成２７年度に予定しており、現在は企業会計導

入に向けた資産整理業務に着手しているところ

でございます。 

 企業会計の導入により、経理内容をより明確

化し、適正な料金設定や効果的な建設投資など

経営基盤の強化を図ることで、健全な事業経営

を目指してまいります。 

 以上、議案第１０３号・平成２３年度八代市

公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の説明と

させていただきます。審議方よろしくお願いし

ます。 

○委員長（中村和美君） ただいまの説明につ

いて質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。今ですね、公共

下水道の説明があったんですが、生活排水の中

でですね、最も大きな金額を占める部分であっ

てですね、ほかの関連にしても、もちろん後の

特別会計でも個別にはお伺いいたしますけれど

も、現在の本市のですね、生活排水について

は、大きく分けて、集合排水と個別排水といい

ますか、要するに、集合には公共下水道、流域

下水道、農業集落排水事業、この３つがあると

思います。 

 そのほかは合併浄化槽なり、あるいはみなし

浄化槽と言われる単独浄化槽とかですね、そう

いうのが入るわけですが、今、市の計画の中で

ですね、集合処理、今、５万３０００世帯ぐら

いあると思います、八代市はですね。５万３０

００世帯のうちでですね、集合処理に該当する

のが何世帯で、集合処理から外れるといいます

か、集合処理以外のところは何世帯になるの

か、大まかに答弁をお願いしたいと思います。 

○下水道建設課長（湯野 孝君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、湯野下水道建

設課課長。 

○下水道建設課長（湯野 孝君） はい。ま

ず、集合処理と申しますと、まず公共下水道事

業、それから農業集落排水施設整備事業が、八

代市では行われているということで、あと去年

の２３年９月議会にも田中委員の御質問にもお

答えしましたけれども、公共下水道事業につき

ましては、事業所も含めまして１万９０００戸

を整備しております。それから農業集落排水施

設整備事業におきましては、約７００戸の整備

が進んでおります。以上でございます。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。先ほどのその公

共下水道には、１万９０００戸の中には流域下

水も含んでるちゅうことですかね。 

○委員長（中村和美君） 湯野下水道建設課

長。 

○下水道建設課長（湯野 孝君） はい。八代

北部流域下水道も含まれております。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中委員。 

○委員（田中 茂君） そうしますとですね、

先ほど言いました５万３０００世帯のうちです

ね、集合処理が２万ないちゅうことでよろしい

ですか、理解は。 

○委員長（中村和美君） はい、岩坂下水道総

務課課長補佐。 

○下水道総務課長補佐兼水洗化促進係長（岩坂

義明君） はい。くみ取り業者等にですね、聞

き取りを今年度いたしまして、下水道の整備区

域内の世帯が２万３６００世帯、それから下水

道へ接続された世帯が約１万７０００世帯、そ
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れからみなし浄化槽が１万５０００世帯、くみ

取りが１万４２００世帯、それから個人設置の

ほうが５１００世帯、市町村設置型の合併浄化

槽が、これは４１５基です。農業集落排水は５

７７戸となっており、全体で５万２４８０世帯

ということになっております。 

 この中で、下水道区域内での未接続が６００

０世帯ぐらいございますけれども、みなし槽と

くみ取り槽が合計で２万９０００世帯ぐらいあ

りますが、これから６０００世帯ぐらい引きま

すと、合併処理浄化槽への転換が必要な世帯は

約２万２０００から２万３０００世帯ぐらいに

なるということになります。以上でございま

す。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。概略はわかりま

した。 

 実はなぜそういう質問をしたかといいますと

ですね、今の合併、──集合処理ですね、先ほ

ど申しました公共下水道、流域下水、農業集

落、これは全てですね、個別処理でですね、そ

ういう集合処理に当たらない、恩恵を受けない

ところの多くの市民の皆さんの協力があって初

めてそういう公共下水道を初めですね、集落排

水ができていると思われるわけですよね。 

 そして、確かに今、公共下水道についてはで

すね、工事が進んでおりまして、一時の建設費

よりも相当安くなっているということは聞いて

おります。 

 私が９年ほど前に一般質問しました際はです

ね、そのときの工事費と該当の戸数を割りまし

たら、１戸当たり３００万ぐらいでした。未接

続を含めると４００万ぐらいになっていた。農

業集落はもっと多くて４００万を超すというよ

うなことも聞いておりますが、それだけ違いま

すし、そしてなぜ、――今までですね、旧市か

らずっと排水事業は別々だったわけですね。そ

れじゃいかぬということでですね、一般質問も

しまして、生活排水をですね、１カ所で見ても

らいたいということで提案をしました。 

 当時の市長が、それを受け入れていただい

て、担当の方に指示があってですね、今のよう

な状態になってきてると思うんですが、公共下

水道とですね、それと合併浄化槽を初めです

ね、要するに公共下水道に当たらないところの

市民負担が余りにも差が大きいと。 

 特に合併浄化槽につきましてもですね、２０

０１年から新築の家についてはですね、義務化

がされておりますから、新しく家をつくられた

方は、少なくとも四千二、三百はもう合併浄化

槽をつくってこられたんですが、それももちろ

ん国・県・市の負担がありますけれども、大体

３分の１なんですね。３分の１の負担と。 

 だから、その地区の市民の方の手出しちゅう

のが、大体７０万前後ですよ。どうかすると８

０万になると。あるいは、ちょっとひどいとこ

ろは１００万になると。それだけ差があるわけ

です。 

 ところが、集落の場合は、もう家の前までで

すね、市が、あるいは旧町村がそこまで設置し

てくれておりますから、もう家の中をつなぐだ

けなんですね。それはもう大体、家の広さとか

何かで違いますけれども、その中はもう合併浄

化槽にしようが公共下水にしようが一緒なんで

すが、要するに、浄化槽の場合には、余りにも

個人負担が大きいということもありましてです

ね、このまんま市民生活の不公平をですね、そ

のまんま見逃すわけにはいかぬだろうと思われ

るわけです。 

 そういうことからしまして、担当の皆さん方

もですね、ああそれだけ違うなと、もちろん委

員の皆さん方も、ああそれは違うなとわかって

はもらって、理解はしてもらってはおると思う

んですが、じゃあ、どこからどういう形でそれ

を進めるかちゅうのはですね、非常に難しいと
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思います。 

 ですから、今までにも一般質問も何回となく

してきましたけれども、ほとんど進んでいな

い。そういう状態にありますので、ここいらで

ですね、要するに、八代の生活排水のあり方と

いいますか、そういうことでですね、その負担

感をお互いになくするといいますか、だから、

お互いに理解をしながら、集合処理は集合処理

でそれなりにいいでしょうと。 

 だから、個別処理についてはですね、個別処

理で、またそれと応分の負担をですね、市がす

るということをするですね、審議会か何かでで

すね、検討していただいて、それも設置して検

討していただかぬことにはですね、なかなか話

が進まぬだろうと思いますが、新たに――今、

下水道審議会がありますが、これは料金改定の

審議会ですから、それとは別にですね、そうい

う審議会等の必要性があると思うんですが、そ

こいらの考えはどうでしょうか。 

○委員長（中村和美君） はい、湯野下水道建

設課課長。 

○下水道建設課長（湯野 孝君） 審議会と申

しますと、八代市には下水道審議会がございま

す。それから、農業集落排水処理施設事業の審

議会もございます。それから、市町村設置事

業、これに関しても審議会がございます。おの

おので検討できないかなというところでも考え

てるんですけれども。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） だからですね、今、個

別にあるのはですね、料金改定とかそこいら個

別のことですから、それを別にして、集合処理

とか個別処理ということではなくてですね、八

代の生活排水処理のあり方といいますか、それ

と負担感も含めながら、──これは要するに根

本的にはですね、生活環境をよくするというこ

とでしょう。水環境をよくするということです

から、そういう大きな目的の中にやっていくと

いうことにしますと、そこいらについてはです

ね、長くこの問題にも携わっておられます船藏

部長、何か見解いかがでしょうか。 

○委員長（中村和美君） はい、船藏建設部

長。 

○建設部長（船藏満彦君） はい。審議会につ

きましては、今、下水道建設課長が申しました

とおり、３審議会がございます。 

 委員さんも御承知のように、その３審議会に

おきましては、使用料ですとか受益者負担金の

審議をしていただくということでございまし

て、この公共下水道──いわゆる公共下水道の

整備区域を、いわゆるどうするかというのが一

番ポイントではなかろうかと思います。 

 それで、公共下水道事業もしかりなんです

が、いわゆる都市計画道路の街路事業、区画整

理事業等、いわゆる事業につきましては、全て

都市計画事業に包括してなります。 

 この都市計画事業をいたすためにはですね、

まず都市計画法に基づいて計画決定をされた区

域または道路であれば路線でなければ、国から

の補助事業をいただいて事業をするということ

はできません。 

 そのためにですね、市では、御承知であると

思いますけれども、都市計画審議会を設けてい

るわけでございます。 

 ですから、こういう公共下水道の区域を拡大

したほうがいいのか、縮小したほうがいいのか

ということにつきましてはですね、都市計画審

議会のほうで審議していただくというふうに考

えております。 

 さらにですね、今言われましたように、確か

に下水道３事業または個別合併浄化槽のこの４

つを考えますと、総括して下水の処理方式から

言えば、それぞれの──個別処理方式はそれぞ

れございます。 

 確かにおっしゃいますとおり、この４事業に
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関して言われますと、税の公平負担ということ

に関しましては少し不公平感があるかと思いま

す。 

 しかしながら、この税の公平負担ということ

になりますと、下水道だけじゃなくしてさまざ

まな、農村地帯ですと農業のほうに、それぞれ

税を投入している。また市街地であれば、商店

街の方に税を投入していると。それぞれ税の使

い方もあるわけでございますので、なかなか一

概には言えなくて、総体的に言いますと、税の

公平負担とは何ぞやという議論になるかと思い

ます。 

 しかしながら、下水道だけで言いますと、４

事業の中で公平な負担感があるのも承知してお

りますので、そのあたりも含めましてですね、

いわゆるメーンであります公共下水道を今後ど

うしていくかということについては、さらなる

研究と調査をしてまいりたいと考えておるとこ

ろでございます。以上でございます。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） だから、部長、言いま

したようにですね、公共下水道だけじゃないん

ですよ。 

 公共下水道がもちろん金食い虫ではあるけ

ど、一番大きいけどですね、だけど今までです

ね、――今後もそうでしょう。どれだけ線引き

があったにしてもですね、これからおくれてで

も全市をですね、公共下水道にしますと言われ

るなら、もうおそくなってもみんな我慢できる

と思いますよ。 

 ところが、今、線引きの中でですね、少なく

とも５万３０００世帯のうちに４割近くはです

ね、未来永劫に集合処理ができないところなん

ですよね。個別処理のところなんですよね。 

 だから、ほかにももちろん部長が言われた、

例えばいろいろな面で税の公平で当たらぬとこ

ろもあると。それはお互いにみんなわかってい

るわけですよ。みんなわかっているけれども、

ここに限ってするとですね、生活排水の処理ち

ゅうことで、余りにも差があり過ぎるんじゃな

いかと。 

 そういうことからですね、まず、できるとこ

ろから、そういう大きな水質改善なり環境改善

に向かっていくそのために、公共下水道も先ほ

ど課長のほうでも説明されましたように、でき

るだけ縮小していくと。 

 今までにももちろんですね、公共下水道のも

うどうにもならぬような形で、２０年前後だっ

たですか、２７億とかあったのが最近は２５億

に減ってきたとかですね。まあ、それは繰り上

げ償還とかいろいろな努力をされたから、それ

はそれなりに僕も理解はしております。それは

大事なことだろうと。 

 そういうことをしながらですね、やっぱり合

併浄化槽の当たらないところはですね、本当は

全額、市町村設置型あたりに持っていくべきだ

ろうと思いますけれども、それができないとす

ると、浄化槽のほうに幾らか積み増しをすると

かですね、それを生活排水３事業ないし４事業

の中で一緒にやっていったらどうでしょうかと

いうことですから、ほかにですね、はぐらかす

と言ったら言い方は悪いんですけど、ほかの税

の不公平とか何かは別にして、ここの生活排水

についてもっと考えていこうじゃないですか。

そのために、審議会になるのか何になるのかわ

からぬけれども、要するに、八代の生活排水を

よくするために、目標をしながらですね、そし

て市民生活で税の負担感の不公平をなくするよ

うにするためには、どうしたらいいでしょうか

ということをですね、名称はこだわりませんけ

ど、ぜひ検討を進めていただきたいと思ってい

るわけです。以上です。 

○委員長（中村和美君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（中村和美君） ほかになければ、以

上で議案第１０３号・平成２３年度八代市公共

下水道事業特別会計決算についての質疑を終わ

ります。（｢ありがとうございました｣と呼ぶ者

あり） 

                              

◎議案第１０４号・平成２３年度八代市簡易水

道事業特別会計決算 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１０４

号・平成２３年度八代市簡易水道事業特別会計

決算について、歳入歳出、一括して説明を求め

ます。 

○水道局長（宮本誠司君） はい。 

○委員長（中村和美君） 宮本水道局長。 

○水道局長（宮本誠司君） こんにちは。

（｢こんにちは｣と呼ぶ者あり）水道局の宮本で

す。着座にて説明、お許しいただきます。よろ

しくお願いします。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○水道局長（宮本誠司君） 平成２３年度八代

市特別会計歳入歳出決算書の１０９ページをお

願いいたします。議案第１０４号・平成２３年

度八代市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算に

ついて御説明いたします。なお、金額につきま

しては１０００円単位にて御説明させていただ

きます。 

 まず事業の概要でございますが、本市の簡易

水道事業は、主に山間部の集落単位を給水区域

とし、八代地区１カ所、坂本地区３１カ所、東

陽地区２カ所、泉地区１３カ所の４７の水道施

設がございます。 

 平成２３年度末の給水戸数、給水人口は、八

代地区４３戸の１２５人、坂本地区１６４１戸

の３５６６人、東陽地区２６３戸の６８８人、

泉地区３２７戸の７７９人で、合計の２２７４

戸、５１５８人でございました。 

 平成２３年４月に、合併時より旧市町村で異

なった料金体系であった簡易水道料金について、

平均改定率２２.８％の改定を行い、放任給水

地区及び一部の地区を除き、計量給水地区の料

金を統一いたしました。 

 当年度の改良事業は、泉地域の野添地区簡易

水道改良工事を施工し、配水池、浄水施設の整

備、導水管、配水管の改良工事が完了いたしま

して、計量給水地区となりましたことから、こ

の地区を統一料金へ改定いたしました。 

 それでは、決算の詳細につきまして、１１７

ページからの決算事項別明細書で御説明いたし

ます。 

 １１８ページ、１１９ページをお願いいたし

ます。 

 まず歳入でございますが、款１・分担金及び

負担金、項１・負担金、目１・節１・簡易水道

事業費負担金、収入済額４６万２０００円。こ

れは、消火栓設置に係る一般会計の工事負担金

で泉地区に２基設置いたしております。 

 款２・使用料及び手数料、項１・使用料、目

１・節１・簡易水道使用料、収入済額７２８５

万１０００円、これは水道料金収入でございま

す。地区別では、八代地区が１４０万９０００

円、坂本地区が５６９６万７０００円、東陽地

区が９５２万３０００円、泉地区が４９５万２

０００円でございます。 

 料金改定により、前年度より約１３００万円

増収になっております。また収納率は９７.９

％で、前年比で０.４ポイント下がっておりま

す。 

 項２・手数料、目１・簡易水道手数料、収入

済額が８万３０００円でございます。内訳とし

まして、節１・督促手数料６万８０００円は、

簡易水道使用料に未払い等が生じた際の督促手

数料６８５件分でございます。 

 節２・設計手数料３０００円は、家庭への引

き込み工事であります給水工事設計書の審査手

数料６件分でございます。 

 節３・検査手数料１万１０００円は、給水工
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事の竣工検査手数料５件分でございます。 

 款３・繰入金、項１・目１・節１・一般会計

繰入金、収入済額は１億１１２５万８０００円

でございます。そのうち交付税の対象となる基

準内繰入金は４７８４万７０００円、基準外繰

入金は６３４１万１０００円でございます。 

 なお、給与改定、人事異動及び共済負担金の

負担率変更に伴う人件費の不足額を補うため、

繰入金を３９６万３０００円増額補正いたして

おります。 

 次の１２０ページ、１２１ページをお願いい

たします。 

 款４・項１・目１・節１・繰越金、これにつ

いては、収入済額ゼロ円でございます。 

 款５・諸収入、項１・目１・節１・雑入、収

入済額１２１万７０００円。これは消費税還付

金でございます。 

 款６・項１・市債、目１・節１・簡易水道事

業債、収入済額８３００万円、これは坂本地区

及び泉地区の改良工事などに伴う簡易水道事業

債でございます。 

 以上、歳入合計が収入済額２億６８８７万１

０００円となっております。 

 次に、歳出でございますが、１２２ページ、

１２３ページをお願いいたします。 

 款１・項１・簡易水道事業費、目１・簡易水

道総務費、支出済額４６０１万２０００円でご

ざいます。 

 節別に説明しますと、節１・報酬、支出済額

９万４０００円、これは簡易水道料金改定等に

ついての水道事業審議会２回分の委員報酬でご

ざいます。節２・給料から節４・共済費までは、

職員６名の人件費でございます。節９・旅費７

０００円は、水道事業審議会委員の費用弁償で

ございます。節１９・負担金補助及び交付金２

万円は熊本県簡易水道協会負担金でございます。 

 続きまして、目の２・簡易水道維持管理費、

支出済額３２３４万５０００円でございます。 

 節別に説明しますと、節１１・需用費１３３

７万７０００円は各地区の水源地や浄水場、配

水施設等の施設の修繕費、水源のポンプ室や浄

水場の電気代などでございます。節１２・役務

費８７万３０００円は水道料金請求に伴う郵便

料金などの通信運搬費、水道料金口座振替に伴

う手数料などでございます。 

 節１３・委託料１４１２万９０００円、これ

は水道法に定められた水質検査、量水器検針業

務、水源地や浄水場の清掃、維持管理業務など

の委託料でございます。節１４・使用料及び賃

借料１４万３０００円、これはＪＲ用地への水

道管埋設のための敷地使用料及び土木積算シス

テムリース料でございます。節１５・工事請負

費１７７万８０００円、その主なものとしまし

ては、片岩地区簡易水道配水管改良工事１２２

万８０００円及び検定満期量水器取替工事５４

万９０００円でございます。節１６・原材料費

７１万２０００円は、ろ過砂、配管材料などを

購入したものでございます。節１８・備品購入

費１２８万９０００円は量水器、滅菌機などを

購入したものでございます。 

 次の１２４、１２５ページをお願いいたしま

す。 

 節２３・償還金利子及び割引料５０００円は、

過誤納付に係る還付金でございます。節２７・

公課費３万７０００円は公用車２台分の自動車

重量税でございます。 

 続きまして、目３・簡易水道建設費、支出済

額９４８２万円でございます。 

 節別に説明しますと、節１３・委託料２６５

２万３０００円、これは坂本町坂本地区と泉町

樅木地区及び野添地区の実施設計業務委託等で

ございます。 

 節１５・工事請負費６８２９万７０００円、

その主なものとしましては、野添地区簡易水道

改良事業に伴う配水池築造工事１６３４万８０

００円、浄水施設整備工事１５２１万４０００
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円、導水管・配水管改良工事１５００万１００

０円などでございます。不用額の１４６０万３

０００円は、主に野添地区簡易水道改良工事の

工事内容見直し及び入札差額等によるものでご

ざいます。 

 次に、款２・項１・公債費、目１・元金、支

出済領７１７０万８０００円、これは坂本地区

２３件、東陽地区５件、泉地区５件、八代地区

１件の起債償還元金でございます。 

 目２・利子、支出済額２３９８万６０００円

は起債償還利子でございます。 

 以上、歳出合計が支出済額２億６８８７万１

０００円となっております。 

 次に、１２６ページ、実質収支に関する調書

でございますが、歳入合計２億６８８７万１０

００円、歳出合計２億６８８７万１０００円で、

実質収支額はゼロ円となりました。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議お

願いいたします。 

○委員長（中村和美君） ただいまの説明につ

いて質疑を行います。質疑はありませんか。あ

りませんか。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） 簡易水道についてはで

すね、一般の平地の水道管理と非常に難しいと

か厳しいとかいろいろあると思ってるわけです

ね。 

 そういう中で、何とか山間地区の皆さんに水

道を、──簡易水道をお届けせないかぬという

ことで、精いっぱい努力されているのはよくわ

かります。 

 そこでですね、平地のほうの水道代と比べて

どうなんでしょうか、１戸当たり。同じぐらい

の使用量とした場合に。 

○委員長（中村和美君） 誰かわかる人。 

○水道局次長兼簡易水道係長（松田仁人君） 

はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） 松田水道局次長。 

○水道局次長兼簡易水道係長（松田仁人君） 

はい。お世話になります。 

 現在、上水道の使用料金が、基本料金が８２

９円、それと超過料金が１２６円というような

数字になっております。 

 現在、簡易水道につきましては、平成２３年

度から基本料金が１３６５円、超過料金が１４

７円ということで、今現在で言えば、簡易水道

のほうが料金は高くなっております。以上で

す。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） 今すぐということでは

ないと思うんですけどね、上水道と、──今で

すね、確かにこの会計が違いますけれども、上

水道と簡易水道ですね、これを、今後、合併の

方向に向けた検討というのはできないものかど

うか、ちょっと違いはあってもですね、同じ市

民の皆さんに水をお届けするちゅうことですか

ら、そういうことが考えられないかどうか、そ

こいらをちょっとお尋ねしたいと思います。 

○水道局長（宮本誠司君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮本水道局

長。 

○水道局長（宮本誠司君） 上水道と簡易水道

の統合につきましては、平成１９年度末に八代

市簡易水道と上水道の統合計画書を作成いたし

ております、実は。 

 と申しますのが、国庫補助金等、申請の際

に、上水道の区域から１０キロメートル以内の

簡易水道については、上水道と統合しなさいと

国の指針が出ておりまして、その計画を策定し

ない限りは、その補助申請ができないようにな

りました。 

 八代市におきましては、八代市の上水道区域

から１０キロ以上離れているのは、東陽の簡易
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水道と、それから泉の簡易水道、こちらの簡易

水道が１０キロ以上離れておりますもんですか

ら、東陽、泉の簡易水道を１つの簡易水道とい

たしまして、坂本、それから二見の簡易水道は

八代市の上水道に統合するような計画を策定い

たしております。 

 しかしながら、簡易水道の経営基盤の脆弱さ

と申しますか、パイの小ささ、それから投下資

本の課題に係る効率の悪さ、その辺を勘案しま

すと、なかなか統合計画は、つくりはしたもの

の、まだ着手と申しますか、今のところ、まだ

そのままの状態でございます。 

 以上、お答えとさせていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。おっしゃるのは

わかります。確かにちょっとかけ離れていると

いうかですね、平地のほうがいろいろ水道の管

理の易しさというか、平地はですね。 

 簡易水道の場合は、非常に複雑なところを通

らなくちゃいかぬから、厳しさというのもよく

わかります。それもわかりますが、ぜひ今、言

われましたように、着々と整備をされながらで

すね、早い機会に上水道と統合というか、それ

をですね、努力していただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい。なければ、以

上で議案第１０４号・平成２３年度八代市簡易

水道事業特別会計決算についての質疑を終わり

ます。 

 次に、議案第１０５号・平成２３年度八代市

農業集落排水処理施設事業特別会計決算につい

て、歳入歳出、一括して説明を求めます。

（｢休憩せぬでよかですか｣と呼ぶ者あり） 

 休憩しますか。それでは、しばらく休憩しま

す。１０分ほど休憩します。 

（午後２時１７分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２７分 開議） 

○委員長（中村和美君） それでは、休憩前に

引き続き、会議を開きます。 

                              

◎議案第１０５号・平成２３年度八代市農業集

落排水処理施設事業特別会計決算 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１０５

号・平成２３年度八代市農業集落排水処理施設

事業特別会計決算について、歳入歳出、一括し

て説明を求めます。 

○下水道総務課長（松本貞喜君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、松本下水道総

務課長。 

○下水道総務課長（松本貞喜君） 皆さん、こ

んにちは。（｢こんにちは｣と呼ぶ者あり）下水

道総務課長の松本です。隣が課長補佐の岩坂で

す。 

○下水道総務課長補佐兼水洗化促進係長（岩坂

義明君） よろしくお願いします。（｢よろし

くお願いします｣と呼ぶ者あり） 

○下水道総務課長（松本貞喜君） 座っての説

明をよろしくお願いいたします。 

 それでは、平成２３年度八代市特別会計歳入

歳出決算書の１２７ページをお願いします。 

 まず、八代市農業集落排水処理施設事業につ

いて簡単に説明させていただきます。 

 この事業は、農村地域の衛生向上と公共水域

の水質保全を目的として、東陽町が平成７年度

から１２年度まで、泉町が平成４年度から８年

度まで事業を行っておりまして、建設事業は完

了し、現在は使用料等の徴収業務や施設の維持

管理関係が主な業務となっております。 

 なお、東陽町と泉町を合わせました平成２３

年度末で使用可能となっております人口、いわ

ゆる普及人口は２１７５人で、このうち使用さ

れている人口、いわゆる水洗化人口が１８２８
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人で、水洗化率は８４％となっております。こ

の水洗化率は、前年度から０.６％アップして

おります。 

 それでは、議案第１０５号・平成２３年度八

代市農業集落排水処理施設事業特別会計決算に

つきまして御説明いたします。 

 なお、歳入につきましては決算書に基づき、

歳出については主要な施策の成果に関する調書

に基づき、また、決算額につきましては、１０

００円未満は切り捨てて御説明させていただき

ます。 

 最初に、農業集落排水処理施設事業特別会計

の最終ページになります１４４ページの実質収

支から御説明いたします。 

 歳入及び歳出総額は、同額の１億６６１万４

０００円となっており、実質収支額はゼロ円で

ございます。 

 続きまして、歳入の決算状況につきまして事

項別に御説明いたします。 

 １３６ページをお願いします。 

 款１・分担金及び負担金でございますが、分

担金は、市の条例に基づき、使用者に桝設置工

事費の一部を負担していただくこととしており

まして、１世帯につき１０万円の負担金を徴収

しております。収入済額は東陽地区の３件分３

０万でございます。 

 次に、款２・使用料及び手数料でございます。 

 項１・使用料、収入済額２６５７万円で、２

２年度より２２２万７０００円の増収で、これ

は平成２２年度使用料改定の答申に基づき、２

３年度から２６年度まで段階的に使用料を上げ

ているのが主な原因でございます。 

 収納率では９２.８％、この率は２２年度よ

り０.６％減となっております。これは昨今の

経済不況によるところが大きいと思われます。

今後とも、収納率アップのため、粘り強く使用

料徴収に努めてまいりたいと思っております。 

 項２・手数料、使用料に係る督促手数料で、

収入済額２万２０００円、延べ２２５件分でご

ざいます。 

 次に、款３・繰入金についてですが、当初予

算額６６４１万円と人件費の減による補正予算

額８２万４０００円を合わせました予算額６５

５８万６０００円に対しまして、収入済額が６

２６２万１０００円で、予算額に対し２９６万

５０００円の減となっており、これは、使用料

が増となったことや脱水汚泥の収集運搬料及び

堆肥化業務委託料の減などによるものでござい

ます。 

 また、前年度より４０７万４０００円の減と

なっております。これは主に処理施設の修繕料

や償還金の減によるものでございます。 

 １３８ページをお願いします。 

 款６・市債、予算額１７１０万円で、収入済

額も同額でございます。これは備考欄に記載し

ております農業集落排水事業の資本費平準化債

でございます。 

 ここで、資本費平準化債とは、先ほど公下水

道事業でも説明しましたが、借金返済の負担を

後年度の使用者に先延ばしし、資本費の負担を

平準化するための起債のことでございます。 

 次に、平成２３年度末の債務残高でございま

すが、市債、いわゆる借入額が１７１０万円に

対しまして、１４０ページの款２・公債費の目

１・元金の支出済額が５０１４万８０００円で

ございますので、差し引き３３０４万８０００

円が前年度より債務が減り、現在６億１５９８

万７０００円となっております。 

 この債務残高は、監査意見書の９０ページ、

地方債残高の農業集落排水処理施設事業債の年

度末現在高にも記載しております。 

 以上、歳入分の説明とさせていただきます。 

 続きまして、歳出の決算状況につきまして御

説明いたします。 

 決算書の１４２ページの下段をお願いします。

１４２ページの下段でございます。 
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 当初予算額１億９６３万６０００円と人件費

の減による補正予算額８２万４０００円を合わ

せました予算現額１億８８１万２０００円に対

し、支出済額１億６６１万３０００円、予算現

額から支出済額を差し引きました不用額は、２

１９万８０００円となっております。 

 それでは、主要事業について御説明しますの

で、主要な施策の成果に関する調書の１１４ペ

ージをお願いします。説明は、件名または事業

名の欄を読み上げて御説明いたしますので、よ

ろしくお願いします。 

 まず、農業集落排水処理施設事業、決算額３

９４６万３０００円についてですが、これは汚

水処理施設関係の維持管理や修繕に要する経費

でございます。 

 主な経費といたしまして、汚水処理施設の電

気料３２７万円、マンホールポンプ４７カ所の

電気料２４３万６０００円、汚水処理施設とマ

ンホールポンプ関係の修繕料が合わせて２７８

万７０００円、処理施設の管理委託料１０５０

万円などがございます。 

 また、汚水処理の過程で汚泥が発生しますが、

この脱水汚泥の運搬料、堆肥化のための処理委

託料がございます。 

 不用額は、農業集落排水処理施設事業で２１

６万６０００円、主なものは、脱水汚泥量が減

ったことによる運搬料の不用額３９万７０００

円や、同じく脱水汚泥量減による堆肥化業務委

託料の不用額４２万円などでございます。 

 最後に、公債費の長期債償還元金決算額５０

１４万９０００円及び長期債償還利子決算額１

７００万２０００円について御説明いたします。 

 元金及び利子の償還金の地区ごとの内訳は、

記載のとおりとなっており、財源の内訳にあり

ます地方債については、元金に充当しました資

本費平準化債でございます。なお公債費につい

ては、平成１８年度が債務のピークで、今後は

次第に減少していく予定であります。 

 しかし、施設の老朽化による更新時期を迎え

ると、新たな起債が必要となります。今後は、

施設更新を視野に入れた計画的な経営を目指し、

使用料の段階的な改定による増収、維持管理経

費のさらなる縮減に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上、議案第１０５号・平成２３年度八代市

農業集落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決

算の説明とさせていただきます。 

 審議方よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） ただいまの説明につ

いて質疑を行います。質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、ありませんで

すね。 

 以上で、議案第１０５号・平成２３年度八代

市農業集落排水処理施設事業特別会計決算につ

いての質疑を終わります。 

                              

◎議案第１０６号・平成２３年度八代市浄化槽

市町村整備推進事業特別会計決算 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１０６

号・平成２３年度八代市浄化槽市町村整備推進

事業特別会計決算について、歳入歳出、一括し

て説明を求めます。 

○下水道総務課長（松本貞喜君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、松本下水道総

務課長。 

○下水道総務課長（松本貞喜君） 座って説明

してよろしいでしょうか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○下水道総務課長（松本貞喜君） それでは、

平成２３年度八代市特別会計歳入歳出決算書の

１４５ページをお願いします。 

 まず、八代市浄化槽市町村整備推進事業につ

いて、簡単に説明をさせていただきます。 

 この事業は東陽町、泉町の農業集落排水処理

施設事業の認可区域以外の地区で、それぞれ平
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成１３年度及び１４年度から実施しております。 

 設置計画基数７００基に対し、平成２３年度

までに４１５基の合併浄化槽を設置しておりま

して、設置率は５９.３％となっている状況で

ございます。 

 それでは、議案第１０６号・平成２３年度八

代市浄化槽市町村整備推進事業特別会計歳入歳

出決算につきまして御説明します。なお、歳入

につきましては決算書に基づき、歳出につきま

しては主要な施策の成果に関する調書――以下、

主要施策調書と申したいと思います――に基づ

き、また、決算額については１０００円未満は

切り捨てて御説明させていただきます。 

 最初に、浄化槽市町村整備推進事業特別会計

の最終ページになります１６２ページの実質収

支から御説明いたします。１６２ページです。 

 歳入及び歳出総額は、同額の６９６９万７０

００円となっており、実質収支はゼロ円でござ

います。 

 続きまして、歳入の決算状況につきまして、

事項別に御説明いたします。 

 決算書の１５４ページをお願いします。１５

４ページです。 

 款１・分担金及び負担金でございます。分担

金は、合併浄化槽を市で設置します際、条例に

基づき、１基当たり１０万円の分担金を一括ま

たは分割により徴収しております。 

 当初予算額４件分４０万円と２２年度からの

繰り越し１４件分１４０万円を合わせました予

算額１８０万円に対しまして、収入済額は、浄

化槽設置工事をいたしました１３件分１３０万

円と過年度の収入１万円の１３１万円、収入未

済額が９万円でございます。収入未済額は過年

度分で、現在、分納中でございます。 

 款２・使用料及び手数料は、予算額１８０５

万７０００円、収入済額１８１８万円、収入未

済額７９万６０００円でございます。主なもの

は項１の使用料でございまして、収入済額１８

１６万９０００円、２２年度より１４９万４０

００円の増収でございます。 

 これは平成２２年度に料金改定の答申に基づ

き、２３年度から２６年度まで段階的に料金を

上げているのが主な要因でございます。 

 収納率は９５.８％で２２年度より１％下が

っておりますが、これにつきましては昨今の経

済不況によるところが大きいと思われます。今

後とも、収納率アップのため、粘り強く使用料

徴収に努めてまいりたいと思います。 

 項２・手数料、使用料に係る督促手数料で、

収入済額１万円は１０５件分でございます。 

 次に、款３・財産収入、項１・財産運用収入

は八代市浄化槽市町村整備推進事業減債基金条

例に基づく基金の利子受け取り分でございます。

予算額１万３０００円に対しまして、利子受け

入れ額１万２０００円となっております。 

 減債基金は、将来の起債償還の償還財源とす

ることを目的として、旧東陽村及び旧泉村が積

み立てていたものを合併により継承したもので、

平成２３年度末の基金残高は１１６１万７００

０円でございます。 

 次に、款４・繰入金は、当初予算額３７８７

万４０００円と人件費などの増による補正予算

額１８９万９０００円を合わせました予算額３

９７７万３０００円に対しまして、収入済額が

３８２２万１０００円でございます。 

 ２３年度の繰入金は２２年度との比較で、１

９２万１０００円増額となっております。これ

は人事異動に伴う人件費の増が主なものでござ

います。 

 なお、歳出の公債費でも御説明いたしますが、

公債費の償還額のピークは平成２５年度の予定

でございます。 

 １５６ページをお願いします。 

 款５・繰越金は、当初予算額１０００円と繰

越額２０１万４０００円を合わせました予算額

２０１万５０００円に対しまして、収入済額が
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２０１万４０００円でございます。 

 款６・諸収入、項１・貸付金元利収入は、旧

泉村で合併前に浄化槽を整備するに当たり、宅

地内の排水設備に必要な資金の貸し付けを行っ

ておりまして、その償還分で、予算額が５万円、

収入済額が７万５０００円、収入未済額が１件、

４２万２０００円でございます。 

 なお、資金の貸付制度は、市町村合併により

廃止しておりまして、最終償還は２１年度まで

となっていますが、滞納が発生しているため、

連帯保証人２名にお会いをしまして交渉した結

果、滞納者本人が毎月一定額を納付することに

なり、現在、分納中でございます。 

 款７・市債、当初予算額４００万円と２２年

度からの繰越分７８０万円を合わせました１１

８０万円に対しまして、収入済額５９０万円で、

主要施策調書の１１７ページ、市町村設置浄化

槽整備費繰越分の地方債の欄に記載しておりま

す。 

 なお、既に平成１９年度に債務残高のピーク

は過ぎておりまして、２３年度末の債務残高は

１億４４７１万５０００円となっております。

この債務残高は、監査意見書の９０ページ、地

方債現在高の浄化槽市町村整備推進事業債の年

度末現在高にも記載しております。 

 次に、款８・国庫支出金の項１・国庫補助金、

これは浄化槽本体設置にかかわります事業費分

の３分の１を国が補助するものでございまして、

予算額４９７万８０００円に対しまして、収入

済額３９８万３０００円で、主要施策調書の同

じく１１７ページ、市町村設置浄化槽整備費繰

越分の国県支出金の欄に記載しております。以

上、歳入の説明とさせていただきます。 

 続きまして、歳出の決算状況につきまして御

説明いたします。 

 決算書の１６０ページの下段をお願いします。

１６０ページの下段です。 

 当初予算額６０３９万７０００円と人件費等

の補正予算額１８９万９０００円、それに繰越

額１６１９万２０００円を合わせました予算額

７８４８万８０００円に対し、支出済額６９６

９万７０００円でございます。 

 補正予算額１８９万９０００円は、人事異動

による人件費の増と公債費利子の不足による補

正でございます。 

 また、委託料から修繕料への３万１０００円

の流用は、泉町に設置した浄化槽内のろ材が損

傷し、修繕が必要になったため行ったものでご

ざいます。不用額は８７９万円で、これについ

ては、事業ごとに後ほど説明いたします。 

 それでは、主要事業について御説明いたしま

すので、主要施策調書の１１７ページをお願い

します。１１７ページです。説明は、件名また

は事業名の欄を読み上げ御説明いたしますので、

よろしくお願いします。 

 まず、市町村設置浄化槽維持管理費、決算額

４２９３万３０００円についてでありますが、

主な経費は、浄化槽４１５基の保守点検清掃業

務委託料２４０９万６０００円や浄化槽法第７

条及び第１１条に基づく法定検査の手数料１６

５万４０００円などでございます。 

 不用額は１０３万７０００円で、主なものは、

新規浄化槽設置のおくれによる法定検査料や維

持管理委託料が不用になったことによる委託料

の残４７万６０００円、人件費の不用額４２万

８０００円などでございます。 

 次に、市町村設置浄化槽整備費繰越分、決算

額１３１８万３０００円について御説明いたし

ます。主な経費は、浄化槽設置工事１３基分１

３０４万１０００円で、地区別の設置基数は東

陽地区２基、泉地区１１基、人槽別では５人槽

６基、７人槽５基、１０人槽２基でございます。 

 財源内訳は、国県支出金３９８万３０００円、

地方債５９０万円、事業収入３３０万円でござ

います。 

 国県支出金は歳入で説明いたしましたが、浄
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化槽設置にかかわります事業費の３分の１を国

が補助するものでございます。 

 地方債の５９０万円は市債、事業収入３３０

万円は、浄化槽１基につき１０万円を設置者が

支払う分担金１３基分の１３０万円と一般財源

２００万円でございます。 

 不用額は３００万９０００円、浄化槽設置の

ための工事請負費で、７人槽１４基を予定した

ものの実際の設置が１３基であったため、１基

分の残１１４万６０００円と１３基の入札残１

４４万４０００円が主なものでございます。 

 なお、主要施策調書の１１６ページに平成２

２年度繰越明許費の決算状況を記載しておりま

す。 

 最後に、公債費の長期債償還元金、決算額１

１２２万円及び長期債償還利子、決算額２３６

万１０００円について御説明いたします。 

 元金及び利子の償還金額の地区ごとの内訳は、

概要欄記載のとおりとなっており、財源は全て

一般会計からの繰入金でございます。 

 なお、公債費については、平成２５年度が償

還額のピークとなり、その後減少していく予定

でございます。 

 以上、議案第１０６号・平成２３年度八代市

浄化槽市町村整備推進事業特別会計歳入歳出決

算の説明とさせていただきます。 

 審議方よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） はい。ただいまの説

明について質疑を行います。質疑はありません

か。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） 田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） 浄化槽の市町村設置型

についてはですね、旧２村でやられたことなん

ですが、農業集落排水事業との関係でですね、

それだけ市町村設置型をやられたということは

ですね、旧村からの流れは理解しているつもり

です。 

 ところが、余りにもですね、やっぱり同じ浄

化槽にして市町村設置型と、今、個人設置型で

違うということで、先ほども申しましたが、や

はりこれはこれとして尊重しながらですね、で

きるだけ市民負担を近づけるというのはです

ね、大事なことだと思っております。 

 そこで、ある面では、今までもいろいろ相談

をしたんですが、旧市でなぜ市町村設置型にで

きないのかということを言いますと、余りにも

何といいますか、旧２村でやられたことを守る

のを新しく平地のほうのですね、市町村設置型

にすれば、もうとてもじゃないと。要するに、

恐れられていると。 

 だから、それまでやったら、とても市町村設

置型には平地はできぬのですよと、もう頭か

ら、今、担当のところではそういう受け取り方

だと私は思っております。 

 だから、そういうことではなくてですね、可

能な限り、――これはこれでですね、やっぱり

旧村でやられたことですから、そして農業集落

との関係でやられたことですから、それはそれ

で尊重しましょうと。 

 そして、やっぱり平地のほうのですね、浄化

槽についても、市町村型にするのか、あるい

は、今、個人別にしながらでも個人負担を積み

増していくというのはですね、決して無謀なこ

とでもないし、間違ったことは言っていないと

思っているわけです。 

 そういうことからしてですね、先ほどの部長

の答弁なんかを聞いていますと、非常に腹立た

しかったような答弁なんですが、ああいうこと

やなくてですね、もっと前向きにですね、やっ

ぱり本当の市民生活の平準化というか、新たに

新しく、何といいますか、環境をよくすると、

水質をよくするということからですね、やっぱ

り、じゃあ生活排水全体の中で考えましょうと

いう、お互いにですね、やっぱり考えていかな

くちゃいかぬと思いますので、ちょっと大変御
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苦労はあると思いますけど、さっき言いました

審議会とか、あるいは別の機会でもいいから何

か話をしていただいてですね、ぜひこちらはこ

ちらで尊重しながらですね、やっていきたい

と、やっていただきたいと思っているわけで

す。 

 そこいらはどうですかね。 

○下水道総務課長（松本貞喜君） はい。 

○委員長（中村和美君） 松本下水道総務課

長。 

○下水道総務課長（松本貞喜君） 今後、そう

いう形でですね、検討はしたいと思います。 

 ただ、先ほど部長が説明されましたようにで

すね、公共下水道と浄化槽と、どの手法で行く

かというのは結構大きい問題だと思うんです

ね。だから、それとあわせて、公共下水道につ

いては企業会計導入という大きい問題もありま

すし、全体的にまたそれを考える場があればと

私は思っております。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） 田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） ぜひですね、そこいら

はやっぱり市民生活をですね、広く見るという

形で、そして水質を改善するということからで

すね、ぜひ真面目に取り組んでいただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、以上で議

案第１０６号・平成２３年度八代市浄化槽市町

村整備推進事業特別会計決算についての質疑を

終わります。ありがとうございました。（｢あ

りがとうございました｣と呼ぶ者あり） 

 それでは、以上で本日の日程は全て終了いた

しました。 

 次回の委員会は、１０月１８日木曜日、午前

１０時開会となっております。よろしくお願い

します。 

 それでは、これをもちまして、本日の決算審

査特別委員会を散会いたします。 

（午後３時０１分 閉会） 
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